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序

静岡県内では第二東名高速道路建設が進められ、それに伴う発掘調査が各地

で行われています。藤枝市域ではすでに発掘調査報告書が刊行された衣原古墳

群、衣原遺跡、衣原古窯群、中ノ合イセ山遺跡、中ノ合イセ山古墳群、中ノ合

遺跡をはじめとして、寺家前遺跡、助宗古窯群、寺島大谷遺跡、寺島大谷古墳、

花倉大柳遺跡、花倉大柳古墳の 8地点12遺跡の本調査が行われました。こうし

た調査の結果から、遺跡群の分布する志太平野北部の丘陵地帯は古来より人々

の活動が活発な地域であったことがうかがえます。

助宗古窯群は藤枝市助宗に所在し、奈良・平安時代を中心とした時期の須恵

器を生産した一大窯跡群であることが知られています。今回の発掘調査により、

工房の可能性がある建物跡が発見され、生産地における人々の営みの一端を知

ることができました。藤枝市寺島に所在する寺島大谷遺跡では丘陵部に展開す

る弥生時代後期から古墳時代前期にかけての集落域が発見されました。また隣

接する寺島大谷古墳(1号墳)は、主体部より古墳時代前期後半から末葉の所

産とみられる鉄剣・鉄斧・ヤリガンナなどの副葬品が発見され、志太平野最古

級に位置づけられる古墳であることが明らかとなりました。

本書で報告するこれら調査成果が地域の歴史を解明するために活用され、ま

た郷土に対する愛情をはぐくむ一助となれば幸いです。

発掘調査ならびに資料整理にあたっては、中日本高速道路株式会社東京支社、

藤枝市教育委員会、静岡県教育委員会をはじめとする関係諸機関各位、また地

元住民の方々より多くの御理解と御協力をいただきました。また、現地調査及

び資料整理については多くの方々より御指導、御教示をいただきました。この

場を借りて厚くお礼申し上げます。最後に現地調査、資料整理に従事した作業

員諸氏にも感謝の意を表します。

平成23年 3月

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長石田 彰
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例

本書は静岡県藤枝市における第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査のうち、静岡県藤枝市助

宗に所在する助宗古窯群及び藤枝市寺島に所在する寺島大谷遺跡・寺島大谷古墳の発掘調査報告書で

ある。

第二東名建設事業に伴って実施した埋蔵文化財発掘調査においては、それぞれ地点名が付されてい

るが、本書で報告する助宗古窯群はNo.86地点、寺島大谷遺跡・寺島大谷古墳はNo.87地点にあたる。

第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の作成は地区(市町村)単位で実施している。

藤枝市域では本書が第 3冊目にあたるため、[第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

藤枝市 3Jとした。

調査は第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査業務として、中日本高速道路株式会社([日日本

道路公団静岡建設局)の委託を受け、静岡県教育委員会文化財保護課(旧文化課)の指導のもと、藤

枝市の協力を得て、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が実施した。

現地調査・資料整理の期間と担当者は以下の通りである。

(1)助宗古窯群現地調査

確認調査:平成 9年10月----12月 足立順司、篠宮晋士、石田勉、杉本勝彦

本調査:平成 9年12且~平成10年 2月 足立願司、篠宮晋士、石田勉、杉本勝彦

(2)寺島大谷遺跡・寺島大谷古墳現地調査

確認調査:平成 9年11月----12用 足立順司、篠宮晋士、石田勉、杉本勝彦

本調査:平成10年 1月~平成10年 9月 足立願司、篠宮晋士、石田勉、杉本勝彦、飯塚晴夫、

大庭宏、蔵本俊明、大林元

(3 )資料整理

資料整理・報告書作成:平成22年 4月~平成23年 3月 溝口彰啓

6 

7 

8 

9 

10 

11 

本書の執筆は溝口彰啓、櫨谷昌彦、大谷宏治、西尾太加ニが行った。執筆分担は下記のとおりであ

る。

溝口彰啓:第 2章第 1節、第 3章第 1節、同第 2節 2の遺構記述、第4章第 3節

大谷宏治:第 3章第 4節、第4章第 4節 西尾太加ニ:附編 l

上記以外は温谷昌彦が執筆した。

整理作業では、弥生土器について篠原和大氏(静岡大学人文学部准教授)、須恵器及び、灰軸陶器につ

いて井上喜久男氏(愛知県陶磁資料館)、石器石材について伊藤通玄氏(静岡大学名誉教授)に御指

導いただいた。

現地での基準点測量、空中写真撮影及び遺構測量の一部は株式会社フジヤマに委託した。

出土須恵器および灰紬陶器の胎土分析は株式会社パリノ・サーヴェイに委託し、分析結果を附編2

として掲載した。

本書で使用した遺物写真図版は、すべて当研究所写真室担当職員が撮影した。

脆弱遺物の取り上げ及び保存処理は当研究所保存処理室が実施した。

12 調査の概要は当研究所の出版物等で一部公表されているが、内容において本書と相違がある場合は

本報告をもって訂正する。
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本書の編集は財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所があたった。

発掘調査の資料は、静岡県教育委員会が保管している。
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駿河湾

o 1 : 400，000 10km 

1沖積層 2中位段丘堆積物 3高位段丘堆積物 4根古屋累層 5掛川層群及び曽我層群

6相良層群 7清見寺層群及び浜石岳層群 8静岡層群・和田島層群及び小河内層群 9女神層

10高草山層群 11三笠層群 12大井川層群 13相賀層群 14瀬戸川層群 15三倉層群

( 5万分のl地質図幅 静岡 工業技術院地質調査所 1982 より再トレース)

第1図 静岡県中部地域の地質概略国

部に立地する。遺跡は助宗古窯群寺島地区として登録されていたが、第二東名建設に伴い1998年に当研

究所が発掘調査を行い、その結果縄文・弥生・古墳時代の集落や古墳(寺島大谷 1号墳)の存在が明ら

かとなった。この寺島大谷遺跡と寺島大谷古墳(寺島大谷 l号墳)については本報告書の中で詳述する。

次に周辺における遺跡の様相を時代別に概観する。

縄文時代 (第 2図2)の寺畑遺跡は縄文時代の散布地で、瀬戸川中流域の紺屋に所在する。打製石斧、

石剣などが採集されており、縄文時代後・晩期の遺跡と思われる。(第 2図3)の中山遺跡は瀬戸川と

滝沢川との合流部に立地する縄文時代の散布地である。縄文土器、打製石斧、スクレイパーなどが採集

されているが詳細な時期は不明である。(第 2図4)の萩ノ平遺跡は縄文時代の散布地である。瀬戸JII

中流域の中山橋の手前の比高差約10mの低い丘陵に位置し、県立藤枝東高等学校郷土研究部の試掘調査

で中期前半の北裏C式土器、後期末から晩期初頭土器、東海地方晩期初頭土器(寺津式・伊川津式)、

2 



第 2節歴史的環境と調査歴

清水天王山式、大洞BC式に並行する土器、氷式土器、晩期終末から弥生時代前期の土器、打製石斧、

石銀、石剣、石錐などが出土している。(第 2図6)の上野山平遺跡と(第 2図10)の塩ケ原遺跡は縄

文時代の散布地である。(第 2図14)の荘館山遺跡は瀬戸川中流域の原地区に位置する遺跡で、縄文時

代早期末、前期末から中期初頭、五領ヶ台式土器、北裏C式土器、勝坂式土器、曽利II式から曽利III式

土器、加曽利E3式土器、また晩期終末から弥生前期の条痕文土器なども出土している。石器は打製石

斧、石匙、石鉱などが出土している。(第 2図16)の五斗地山遺跡と(第 2図25)の疎段遺跡は縄文時

代の散布地である。(第 2図27)の滝川遺跡は藤枝市内瀬戸字滝川|、現在の市立青島北小学校の西側に

所在する。出土遺物は条痕文土器、中期初頭土器、北裏C式土器、勝坂式土器、親回式中期末土器、晩

期終末から弥生時代前期初頭土器などを出土した。また石器は打製石斧、石錐、石搬、石匙、磨製石斧

などである。

弥生時代 (第 2図13)の白砂谷遺跡は藤枝市街地の西方約 2kmの清水寺付近より、瀬戸川北東岸に

向かう丘陵上のやや広い平坦面に位置する。称生時代後期後半から古墳時代前期にかけての集落跡で、

総数120棟の竪穴住居、環濠、方形周溝墓などが検出され、荘館山遺跡とともに市内最大級の集落遺跡

である。また、この遺跡から中世から近世に属すると考えられる集石墓と土墳群も検出されている。(第

2図14)の荘館山遺跡では弥生時代後期集落を中心とした環濠が検出された。北方の白砂谷遺跡の住居

跡群と密接な関係にあると考えられている。(第 2図20)の谷稲葉高草遺跡は瀬戸川が平野部に出ょう

とする直前の堀之内の湿地部を望む丘陵先端に位置する。丘陵端部南向き斜面に弥生時代後期の土器が

出土したことから、集落が存在した可能性がある。(第 2図21)の蛭ヶ谷遺跡は谷稲葉川が東流し、五

州岳の東側で瀬戸川と合流した谷稲葉の狭い舌状台地に位置する。竪穴住居跡 8棟、方形周溝墓 1基、

集石墓 l基が検出されており、弥生時代後期後半の丘陵上に営まれた集落遺跡と考えられている。(第

2図23)の大谷油 I遺跡は弥生時代、古墳時代の散布地である。(第 2図27)の滝川遺跡では弥生時代

末から古墳時代初頭にかけての竪穴住居跡 7棟が検出され、短期間に営まれた集落として注目されてい

る。(第 2図28)の稲ヶ谷遺跡は瀬戸川が平野部に流れ出る西岸域に広がる低丘陵地帯に立地している。

弥生時代後期から古墳時代初期に位置付けられる竪穴住居跡が55棟、掘立柱建物跡3棟、他にも古墳時

代以降の住居跡 l棟が検出された。

古墳時代 周辺の古墳群としては(第 2図5)の上半谷古墳群、(第 2図7)の助宗古墳群、(第 2図

11)の満蔵寺(堀之内)古墳群、(第 2図17)の慈光院(谷稲葉)古墳群、(第 2図18)の殿関戸古墳群、

(第 2図19)の堀之内古墳群が知られる。(第 2図12)の中ノ谷(堀之内)古墳群は古墳群の他、古代か

ら中世の遺跡としても知られる。(第 2図13)の白砂谷古墳群は瀬戸川に向かつて南に延びる白砂谷丘

陵上に位置し、 200mの範囲にわたって 6世紀中葉から 8世紀代にかけての58基の古墳が築造され、中

でも 7世紀後半から 8世紀代にかけての古墳が多い。(第 2図14)の荘館山遺跡では 6世紀中葉に古墳

の築造が開始され、以後8世紀代にかけて継続的に築造された。 7世紀後半より 8世紀代に築造された

古墳が中心で58基が調査されている。(第 2図20)の谷稲葉高草遺跡は東西方向へ舌状に延び了こ主丘陵

の先端部に所在し、海抜80m付近から40mの急斜面の緩傾斜面部に古墳が28基造られていた。 5世紀後

半に築造が始まり、 6世紀後半、 7世紀前半、 7世紀中葉、 7世紀後半以降も継続して営まれ、 8世紀

初めに終駕している。(第 2図22)の五州岳古墳は瀬戸川が流れを東に変えて忠太平野へ出ょうとする

位置にあり、五州岳と呼ばれる独立丘陵上に立地している。 5世紀前半の築造とされる直径27mの大形

円墳で、志太地域の有力古墳に位置付けられている。

古代~中近世 (第 2国15)の屋敷山遺跡は古代の墓地である。(第 2図21)の蛭ヶ谷遺跡の古代は 8

世紀代の竪穴住居跡が2棟検出されている。(第 2商26)の内瀬戸火葬墓群は!日宇名が内瀬戸宇滝川1.

瀬古宇稲ヶ谷・瀬戸新屋字堤内にまたがる。南北に分かれた複数の支丘陵からなり、その丘陵稜線上や

3 
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第 2図位置と周辺遺跡分布図
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第 2章助宗古窯群

第 2章助宗古窯群

第 1節調査の方法と経過

1 .調査の体制

当研究所では、第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査事業にあたり、日本道路公団静岡建設局

の管轄に合わせ、工区を設定して調査にあたることとした。本書で扱う藤枝地区は静岡工区に含まれる。

藤枝地区の発掘調査では藤枝市内に設置した藤枝地区事務所を拠点として、それぞれ現地調査を実施し

た。

本書で取り扱う No.86地点助宗古窯群、 No.87地点寺島大谷遺跡 ・寺島大谷古墳の調査は第 2表にある体

制で実施した。なお、第二東名建設事業に伴う全体の経緯及び藤枝地区全体の体制については、『衣原

古墳群 衣原遺跡 衣原古窯群』発掘調査報告書に記されたとおりである(静岡埋文研2010)。

2.発掘調査の方法と経過

(1)発掘調査の方法

確認調査によって遺跡の存在が確認された箇所について、本調査を実施した(第 3図)。重機による

表土除去作業は0.45rrlクラスのパックホウを使用し、 確認調査で確認された層位に従って、遺物包含層

上面まで、行った。遺物包含層掘削、遺構検出、遺構掘削は人力によって実施した。人力掘削によって生

じた排土はベルトコンベアを使用して仮置場に集積した。

調査における測量及び遺物取上げを正確かっ円滑に行うために10m方眼のグリッドを設定した。グ

リッドは第 5図に示すように、調査区の形状に合わせる形で設定し、 南北軸に南から l、 2、3、東西

軸は西からA、B、Cと記号を付し、各グリッドは例えばA-1区という形で北西の交点をもって呼称

した。なお、グリッドの設置の際に設定した基準点は改正前の国土座標(日本測地系)に拠っている。

遺構測量及び遺物取 り上げについては、トータノレステーション及びオートレベルを使用し、 1/20を基本

として行い、遺物出土状況などの詳細図については必要に応じて1/10で図化を行った。調査の迅速化を

図るため、遺構完掘状況測量及び図化作業の一部を、ラジコンヘリを使用した空中写真測量を行った。

測量業務は上記基準点及び、グリッド杭設置と併せて側フジヤマに委託した。

写真 1 発掘調査状況(南から) 写真2 発掘調査状況(南西から)
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第 2節概要

現地における写真撮影については、 6x 7判モノクロフィノレム、 35mm判リバーサルフィルム・モノク

ロフィルム・カラーネガフィノレムを使用した。完掘全景写真は上記空中写真測量と併せて、 6x4. 5判

リバーサノレフィノレム・モノクロフィノレムを使用して行っている。

(2)発掘調査の経過

確認調査は平成 9年10月~平成 9年12月にかけて、第4図に示したように、調査対象地に計41本の試

掘坑を設定して実施した。その結果、遺跡の広がりが明らかとなった部分について、引き続き本調査を

実施する運びとなった。なお、確認調査の状況については『衣原古墳群衣原遺跡 衣原古窯群』発掘

調査報告書で報告されているので参照されたい(静岡埋文研2010)。

本調査は平成10年 1月 6日より開始した。対象面積は350rrfである。調査はまず重機による表土除去

から行った。調査区境に土止めや排水溝を設置し、安全管理に留意しつつ、排土は場外へと搬出した。

9日から現地作業員による人力掘削作業を開始し、面的な包含層の掘削を行った。その後、遺構検出作

業によって判明した遺構の掘出作業を行った。調査区は茶畑であったため、改植などによる撹乱が及ん

でいる部分もあったが、工房跡とみられる建物跡や灰原等の遺構が検出されている。これら遺構及び出

土した遺物は写真撮影、実測作業などの記録作成を適宜実施した。 2足12日には完掘状況の空中写真測

量を実施し、 17~18日には重機による埋め戻しとともに撤去作業を行い、調査を終了した。

3.資料整理の方法と経過

第二東名建設に伴う発掘調査については現地調査を優先するという方針から、資料整理は各工区にお

ける現地調査が終了する段階から実施することとなった。資料整理の前段階としての基礎整理作業、す

なわち出土遺物の洗浄・注記、写真整理、図面整理、各種台帳作成といった作業を逐次進め、本格的な

資料整理作業に備えた。

本格的な資料整理及び報告書作成作業は平成22年 4Jjより中原整理事務所で実施した。出土遺物は分

類・仕分け・接合作業を経て、復原可能な遺物は樹脂を用いて復原作業を行った。また遺構出土遺物、

残存度の高い個体を中心に抽出して実測を行い、報告書掲載のために版組・トレースを実施するととも

に、 6x 7判モノクロ及びリバーサノレフィノレムを中心に使用し、当研究所本部写真室にて写真撮影を行っ

た。遺構図については現地で作成した遺構図、遺物出土状洗図などを編集して版組・トレースを行い、

現地で撮影した遺構写真については報告書の体裁に即して版組を行った。これら作業と並行して報告書

の執筆と編集作業を進め、発掘調査報告書を刊行した。出土遺物及び図面・写真等の記録類は上記作業

終了後、台帳を作成した上で収納した。

第 2節概要

1.地形

助宗古窯群清水下地区(第 2図8-4)は経塚山の北側山麓に沿って東方へ谷聞が続き、細谷地区の

主丘陵東側、主谷の両側の丘陵部分に位置する。清水下地区は行政区分で西側丘陵地が大字助宗字大谷、

東側が字清水下となる。しかし、分布の中心が東側の丘陵にあることから「清水下jを地区の名称とし

ている。窯跡の分布状況からA~C の 3 地点(第 2 図)に分けられている。 A地点は本地区の北側に位

置し、東側から北側に延び鞍部となる低地にあり a. bの2群に細分される。 a群は鞍部の西側斜面に

窯体が4基露出している。 b群は a群より南側に突出している小支丘の付け根に 3基が存在する。 B地

点はA地点の主丘陵と向かい合う西側丘陵地の斜面に 3基点在している。 C地点は今回の発掘対象区が

一 7



第 2章助宗古窯群

入り、東側の主丘陵から経塚山山麓の低地に延びた支丘の裾部の南面する斜面に位置し、瀬戸川支流の

鹿鳴渡川左岸の丘陵斜面と低地部に位置する。この地区には10基群在し a~d群に細分されている。

2.土屋

土層は全体図(第 6園)に併載した土層図に従って堆積状祝を説明する。まず、盛土があり、褐色砂

質シノレトである。第 1層は黄褐色砂質シノレトで、砂質が強い。旧耕作土と考えられる。第 2層は褐灰色砂

質シノレトで、砂質で粘性もあり径 2 醐~5mmの黄褐色の砂のブロックをまだら状に多く含み、炭化物も

認められる。第 3 層は灰褐色砂質シノレト、砂質で粘性も強い。径 2 阻~10mmの黄褐色の砂のブロックを

まだら状に多く含んでいる。全体的にボソボソしており軟らかい。須恵器片や炭化物が混入しており灰

原である。第 4層は褐色砂質シノレトで砂質感が強く、サラサラしている。径2mm~ 3 mmの小礁を僅かに

含むが、さらに下層のような砂のプロックはほとんど含まれない。無遺物層である。

3.遺構と遺物の概要

窯跡本体は今回の発掘区内に存在しなかった。本体は発掘区外の斜面部に存在すると思われる。今回

の三角形に近い調査区(第 6図)では海抜67.5mから海抜72.5mの範囲内で、散在する遺構が検出されて

いる。北東の海抜70.5m付近で、は工房跡とみられる SH01、北側の海抜70m付近で、SX04、南西の海抜

69m付近で'SX03、南西隅の海抜68m付近でSX01を検出した。全体図(第 6図)において網かけで示

した黒灰色砂質粘土層の広がりを調査区中央北側で検出しており、これを灰原分布範囲として認識した。

遺構に伴う遺物は 8世紀前半から中頃の須恵器などがSX01・03で出土している。出土遺物の多くは

灰原及び遺構から出土した須恵器及び灰軸陶器である。これらは 8 世紀中頃~10世紀代の長期間にわた

る遺物群であり、調査区周辺における生産活動を窺う資料といえる。

第 3節調査成果

1.遺構と遺物

(1) S X01 (第 6図・第 7図・第 9図)

【遺構】 SX01は発掘調査区のB3とB2グリッドの境目で検出した。東西約0.8m、南北約0.9mの円

形範囲内に喋、炭化物、須恵器などが集中して出土した。しかし、掘り込みを伴う遺構としての把握は

できなかった。

【遺物】 SX01からの出土遺物は図上復元できる資料が13点(第 9図 1~13) で助宗古窯群清水下地区

生産の須恵器である。このうち(第 9図 1~ 9)は須恵器の坪蓋、(第 9図10)が須恵器の杯身、(第 9

図11)が土師器の護、(第 9図13)が土錘であった。坪蓋(1)は宝珠形のつまみを付け口径16.88cm、

器高が3.55cmと比較的大形である。つまみの下から体部までヘラ削りを施している。 (2~ 7)は肩平

なボタン状のつまみを付け口径約13.0から14.88cm、器高1.4から3.1cmでト中形の蓋で、ある。肩平なボタ

ン状のつまみの下から体部までヘラ削りを施している。 (8・9)は肩平なボタン状のつまみを付け、

口径11.1から13.4cm、器高2.12から2.45cmで、小形である。技法的に口縁端部の引き出しが短く、端部が

断面三角形であり 8世紀前半と思われる。(10)は坪身で口径約15.4cmの坪身で、ある。比較的大形の蓋

とのセットになると思われる。 (11)は土師製長胴聾で口径約24cm、口縁部を横方向に強く引き出して、

日韓端部を内側に引き上げている。(12)は焼成の甘い須恵器の盤と思われ、高台径約9.4cmの貼り付け

高台である。(13)は土錘で幅が1.Ocmの幅狭のタイプである。 (8・9)は口縁端部の引き出しが短く、

端部断面が三角になっていることから 8世紀前半と思われる。(1~ 7)の蓋はロクロから口縁の引き

8 
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第9図 S XOl・SX03出土遺物実測図

(3) S X04 (第6図・第10図)

6 

【遺構】 SX04は調査区のD2グリッドの北側から東側にかけて弓状に検出した。遺構は標高70.1mか

ら69.7mに位置し、最大長が4.8mで最大幅が1.2mで、ある。深さは北西部で、11cm、中間部で4cm、南東

部で15cm、底面が皿状に窪んで、いた。出土遺物はなく用途不明の遺構である。

(4) S H01 (第6図・第11図・第12図)

【遺構】 SH01は工房跡と考えられて調査区D2グリッドの北東隅に位置し灰原の東側から検出した。

遺構は立ち上がりなどが検出できなかった。このため工房跡の正確なプランが不明で、ある。検出遺構は

ピット 4基、炉跡3か所、溝状の落ち込み2条である。約 5mの台形状の遺構と思われる。出土遺物は

復元できる資料が7点である。

【遺物】 SH01の工房跡から出土した図上復元できる遺物(第12図17~23) は 7 点で清水下地区生産で

ある。(17)は須恵器の坪蓋で体部までヘラ削りしている。(18)は須恵器の坪蓋でボタン状のつまみを

付けている。 (19)は須恵器の杯蓋で体部まで、ヘラ削りして、口径が約15.4cmである。 (20)は工房跡床

下から出土している。 (21)は須恵器の坪蓋で口径が約10.0cmと小形である。 (22)は工房跡の理土から

13 
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出土し、壷Gの頚部と思われる。 (23)は須恵器の坪身で口径が約14.2cmと小形である。遺物は 8世紀

代の製品と思われる。

(5)灰原など遺構外出土遺物

(第12図24)は須恵器の坪身で口径約11.8cmで、ある。(第12図25・26)は須恵器の高杯である。遺物は

7世紀前半の製品と思われ、流れ込みの遺物と考えられる。

(第12図27~第17図145) の須恵器は灰原出土遺物である。 (27) は中形大きめの須恵器蓋で宝珠形の

つまみを有し、体部までヘラ削りしている。口径が約17.8cm、器高が4.07cmである。 (28)は中形須恵

器の蓋で口径が約15.6cmで、あり、重ね焼き痕が外面に付いている。 (29~33) は中形須恵器蓋で (29)

がつまみを有し、口径13.7cmでト表面と内面に重ね焼き痕がある。つまみから体部をヘラ削りしている。

(30)は深めの蓋である。 (31・32)は扇平なボタン状のつまみを有し、口窪が約14.0から14.4cmで、つ

まみから体部をヘラ削りしている。 (34 ・ 35 ・ 38~42 ・ 44) は小形の須恵器蓋で (34 ・ 35 ・ 38 ・ 41 ・ 44)

が肩平なボタン状のつまみを有し、口径が約9.0から12.1cmで、ある。つまみから体部をヘラ削りしている。

(34)は内面に重ね焼き痕がある。 (43)は重ね焼きの状態で出土した須恵器の蓋と坪身であり、坪蓋の

つまみを打ち欠いて除去し、この蓋をひっくり返して碗状の焼台に使用している。蓋の上部に高台付き

の坪身を置いて焼成したと思われる。遺物は 8世紀中頃の製品と思われる。

(第13図45~54) の須恵器は灰原から出土した比較的大形の有台坪である。 (45) は貼り付け高台で口

径約17.8cm、高台径約10.12cmである。底部底面は一部回転ヘラ削りしていると思われ、扇平な底部から
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服部が鋭く屈曲して斜めに立ち上がり、端部をやや外側に引いて収めている。体部はノタ目を残さず入

念に調整している。 (46)は貼り付け高台の杯身で高台径約12.0cmで、ある。底部底面は回転ロクロ上で

ナデ調整しており、高台部が底面の内側に付けている。 (47)は焼成不良であるが貼り付け高台の坪身

で高台径約9.6cmで、ある。底面の調整は不明であるが肩平の底部カミら胴部が鋭く屈曲して立ち上がる。

(48)は貼り付け高台で高台径が約12.3cm、底面はナデ調整して高台が内側に付いている。底部から踊

部はゆるやかに丸く立ち上がっている。 (49)は貼り付け高台の杯身で高台径が約11.Ocmであり、底面

の中心部に糸切り痕を残し一部をヘラ削りし、内面にノタ目を残している。 (50)は貼り付け高台の杯

身で高台径が約10.2cm、底面の中心部に糸切り痕を残す。底音防ミら胴部はゆるやかに丸く立ち上がって

いる。 (51)は貼り付け高台の坪身で高台径が約10.4cm、底面をナデ調整し中心部に糸切り痕を残して

一部をヘラ削りしている。底音防ミら胴部はゆるやかに丸く立ち上がっている。 (52)は貼り付け高台の

坪身で高台径が約9.9cmで、底面は一部に糸切り痕を残しナデ調整している。底部から胴部はゆるやか

に丸く立ち上がっている。 (53)は貼り付け高台の杯身で高台径が約10.8cm、底面の高台内側脇を削り、

他をナデ調整している。底音防ミら胴部は丸くゆるやかに立ち上がっている。 (59)は貼り付け高台で高

台径約8.8cmである。 (54)は貼り付け高台で径が約10.0cm、底面の高台内側を削っている。高台の端部

に板状圧痕があり、底部から服部は鋭く屈曲して斜めに立ち上がっている。(第13図55・56)は坪身体

部のノタ目を消して整形している。これらの須恵器は 8世紀中頃の製品と思われる。

(第13図57"""'60・65・67)は灰原出土の中形坪身と思われる。 (57)は口径約12.5cmで、口縁部のノタ目

を消して整形し端部を収めており底面を上部に押し込んでいる。 (58)は削り出し高台の坪身で口径

12.8cm、器高4.0cm、高台径9.0cmである。底面の高台側を削り出しており、体部の外面と内面にノタ目

を残している。 (60)は貼り付け高台の坪身で口径12.6cm、器高3.45cm、高台径約8.5cmであり、表面体

部にノタ目を残している。高台内部の糸切り痕を消している。 (61"""'64・66)は小形の坪身である。 (61

"""'63)は貼り付け高台で高台径が7.0から8.0cmである。 (64)は削り出し高台の坪身で口径約9.7cm、器

高4.03cm、高台径約5.6cmである。底面の高台側を削り出し、外面体部にノタ自を残している。高台部

ヘラ削り面の外側が稜をなして鋭く屈曲している。(65)は貼り付け高台の坪身で口径約12.4cm、器高4.87

cm、高台径約7.4cmである。底面に糸切り痕を残し、外面と内面のノタ目を消している。体部は直線的

に開いている。 (66)は貼り付け高台の坪身で口径約10.0cm、器高3.9cm、高台径約6.12cmである。底面

に糸切り痕を残し、外面と内面のノタ目を消しており、底面を上部に押し込んで、いる。体部は直線的に

開いている。 (67)は貼り付け高台の坪身で口径約12.6cm、器高4.8cm、高台径約6.4cmである。底面の

糸切り痕をナデており、外面と内面のノタ目を消しており、体部は直線的に開いている。これらの須恵

器は 8世紀後半の製品と思われる。

(第14図68"""'71)は灰原出土の小形の無高台杯で口径約10.2から10.6cm、器高3.48から3.92cm、高台

径約6.6から8.0cm、底部を回転ヘラ削りしている。 (68・69)は底部を回転ヘラ削りし、体部を直線的

に立ち上げており、外面と内面にノタ目を残している。 (70)は底部を回転ヘラ削りし、外面にノタ目

を残し、内面のノタ白を消している。 (71)は底部を回転ヘラ削りしている。これらの須恵器は 8世紀

中頃の製品と思われる。

(第14図72・74"""'77・79・82)は比較的大形の削り出し高台の杯身で高台径約8.0から約10.2cmである。

これらの須恵器は、高台部を作るのに底面の糸切り痕を削り取っているA類 (75"""'79・86・90・92) と、

糸切り痕を削り出しているが、糸切り痕が高台部と底面に残っている B類 (83・84・87"""'89・91) とに

大別できる。さらに、A類は高台を高く見せるため高台内の底面や高台外面を比較的に深く削る資料(76)

や高台部から底面が丸く出る資料 (72)がある。また、 (75"""'77)は底部内面を丁寧に削っている。 B

類 (74・82)は底面に糸切り痕が付いている。 (74)は体部が内湾して端部を外側に外反させ、内面に

18 -
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第 2章助宗古窯群

第 4表助宗吉窯群出土土製品観察表

挿図
(長cmさ) (c幅m) (器cm高) 

重量
図番

番号
種別 グリッド 層位・遺構 色調 胎土 残存率 (g) 

9 13 土鍵 C2 撹乱層 7.5YR8/1灰白
径lmm以下の長石微細透明石英砂粒 80% (3.52) 1.0 2.24 
含有

19 173 土錘 B2 撹乱層 7.5Y5/1灰 径黒色1m粒m子以含下有の長石 微細透明石英 砂粒 100% 3.22 1. 82 10.08 

19 174 土鍾 B2 7.5YR6/1灰 径lmm以下の長石砂粒黒色粒子含有 99% 3.06 1.47 4.49 

19 175 土錘 B2 10Y6/1灰 径lmm以下の長石砂粒黒色粒子含有 90% (3.15) 1. 05 2.73 

19 176 土錘 B2 10YR6/4にぷい黄燈 径lmm以下の長石砂粒黒色粒子含有 70% (2.50) 1. 08 1. 56 

19 177 土錘 B3 !日耕作土層(撹乱層) N5/灰 径lmm以下の長石砂粒黒色粒子含有 99% 3‘37 1. 99 10.68 

19 178 土錘 B3 
第1トレンチ

2.5Y5/2暗灰黄
径lmm以下の長石微細透明石英砂粒

99% 3.50 1. 75 7.76 
旧耕作土層 黒色粒子含有

19 179 土錘 B3 撹乱層 10YR6/1褐灰 径lmm以下の長石砂粒黒色粒子含有 100% 2.89 1. 65 6.31 

19 180 土錘 B3 2.5Y6/1賞灰 径1~4mmの長石砂粒黒色粒子含有 30% 6.32 4.43 80.76 

19 181 土錘 B3 N5/灰 径lmm以下の長石砂粒微量含有 15% (2.59) (3.81) 17.05 

19 182 土錘 B3 7.5YR7/3にぷい燈 径lmm以下の長石砂粒赤色粒子含有 25% (3.22) (3.68) 11. 22 

19 183 土錘 B3 旧耕作土層(撹乱層) 5Y3/1こオ納リ付ー着プか黒っ 長石微量含有 25% (2.38) (2.59) 9.41 わずかI

19 184 土錘 B3 
第1トレンチ

N5/灰 径lmm以下の長石砂粒微量含有 100% 3.70 1. 99 11. 71 
!日耕作土層

19 185 土錘 B3 旧耕作土層(撹乱層) N4/灰 径lmm以下の長石砂粒含有 100% 3.40 1. 72 9.05 

19 186 土錘 B3 
第1トレンチ

7.5Y4/1灰 径lmm以下の長石砂粒含有 100% 3.18 1. 56 7.93 
旧耕作土層

19 187 土緩 B2 7.5YR6/2灰褐 径lmm以下の長石砂粒含有 99% 3.45 1.62 6.79 

19 188 土錘 不明 不明 10YR7/1灰白 径lmm以下の長石砂粒含有 99% 2.85 1.72 5.06 

19 189 土錘 B3 撹乱層 N4/灰 径lmm以下の長石砂粒含有 99% 2.69 1.38 4.47 

19 190 土錘 B3 暗褐色土層 N6/灰 径lmm以下の長石砂粒黒色粒子含有 100% 2.65 1.4 4.97 

19 191 土錘 B3 10Y5/1灰 径lmm以下の長石砂粒含有 99% 2.40 1. 62 5.49 

19 192 土錘 B3 N5/灰 径lmm以下の長石砂粒赤色粒子含有 85% 3.73 1. 23 4.81 

19 193 土錘 B2 10Y5/1灰 径lmm以下の長石砂粒含有 99% (4.25) 0.98 3.38 

19 194 土錘 B3 精褐色土層 N6/灰 径lmm以下の長石砂粒黒色粒子含有 100% 3.67 1.11 3.98 

19 195 土錘 C2 N5/灰 径lmm以下の長石砂粒微量含有 90% 4.59 2.41 27.04 

19 196 土錘 C2 2.5Y5/1黄灰 径lmm以下の長石砂粒黒色粒子含有 100% 3.08 1. 69 7.46 

19 197 土錘 C2 暗褐色土層 10YR8/3浅黄燈 径lmm以下の長石砂粒黒色粒子含有 65% (2.32) 1. 58 4.04 

19 198 土錘 D2 暗褐色土層 N5/灰 径lmm以下の長石砂粒含有 90% 4.08 1. 77 11. 20 

19 199 土錘 D2 1日耕作土層 7.5Y5/1灰 径lmm以下の長石砂粒黒色粒子含有 100% 3.20 1. 78 8.90 

19 200 土錘 D2 旧耕作土層 7.5YR5/1灰 径lmm以下の長石砂粒黒色粒子含有 100% 2.29 1. 20 3.34 

19 201 不明 Cl 旧耕作土層 10YR7/3にぷい黄燈 長石微量含有 (3.60) 2.20 

20 202 瓦五塔輪塔・ E2 旧耕作土層 2.5Y8/1灰白 径lmm以下の長し多石い微量含有 屋護部 (7.60) (13.10) (1. 62) 
黒色の吹き出 破片

第 5表助宗古窯群出土石製品観察表
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言問資の方法と経過

事:島大都古墳
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第3軍: 寺島大谷遺跡。寺島大谷古墳

測地系〉に拠っている。

り上げについて トータノレステーショ びオートレベノレをイ吏Jtl

本とレて行い、

乞

などの詳細図については必要に応じてで図化を行った。

び図化作業の一部を、ラジコンへりを使用した

びグリッド1坑設置と併せて制アジヤマに委託し 7こ。

を行った。

について 6×7半日モノクロプイ/レム、 リパーサノレブイルム冊モ/ク

ロブイノレム@カラーネガブイノレム

リパーサノレフィノ7ノム岨モ/グロプイ/レム

中写真測量と 6 >< 40 

して千子っている。

(2 ) 

l刃 9 にかけて、調査対象地に尚 1~_， 26 

らかとなった

して

/.: 。

について、 となった。

衣原遺跡衣原古窯群』

本調査と並行してぬ27~".~36のトレンチ

りが確認された部分について

本調査は平成10年 1月26日より B

ているの セ
C い(静岡埋文研。また、

して ・昔日:対会ミ封i自について し、 ス)ミ

している。

ら着手した。調査はま による表土除去から

を行ったつ

など

2月2日からは現地作業員による入力掘削作業を開始し、

B 地点でドはピット、炉などが検出されている。 遺構及び出土し

作成を適宜実施し、 2月27日に調査を終了させた。 2月16日からは に着手した。 lま

トvン
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第 3章 寺島大谷遺跡・寺島大谷古墳

工事用道路を先行して引き渡すため、北東側調査区の一部を対象として調査を先行させた。 A地点、の面

的な調査とともに、丘陵頂部に存在する寺島大谷 l号墳の調査を実施し、重機による表土除去、現地作

業員による包含層掘削、遺構掘削作業を行った。調査区内には樹木が多く繁茂していたため、人力によ

る抜根作業を並行して実施している。 A地点では竪穴住居を中心とした遺構群、また寺島大谷 1号墳で

は木棺直葬の主体部が発見されているが、これら遺構及び出土遺物については適宜実測及び、撮影を行っ

た。また委託による完掘状況の空中写真測量及び写真撮影を適宜実施することにより、適切な記録保存

を心がけた。 9 月 14~18 日には重機による埋め戻しとともに撤去作業を行い、調査を終了した。

写真3 寺島大谷遺跡A地点発掘調査状況 写真4 寺島大谷1号墳調査状況

2.資料整理の方法と経過

第二東名建設に伴う発掘調査については現地調査を優先するという方針から、資料整理は各工区にお

ける現地調査が終了する段階から実施することとなった。資料整理の前段階としての基礎整理作業、す

なわち出土遺物の洗浄・注記、写真整理、図面整理、各種台帳作成といった作業を逐次進め、本格的な

資料整理作業に備えた。

本格的な資料整理及び報告書作成作業はNo.86地点助宗古窯群と同時並行の形で、平成22年 4月より中

原整理事務所で実施している。出土遺物は分類 ・仕分け ・接合作業を経て、復原可能な遺物は樹脂を用

いて復原作業を行った。また遺構出土遺物、残存度の高い個体を中心に抽出して実測を行い、報告書掲

載のために版組・トレースを実施した。出土遺物の写真撮影は 6x 7判モノクロ及びリバーサノレフィル

ムを中心に使用し、当研究所本部写真室にて行った。遺構図については現地で作成した遺構図、遺物出

土状況図などを編集して版組・トレースを行い、現地で撮影した遺構写真については報告書の体裁に即

して版組を行った。これら作業と並行して報告書の執筆と編集作業を進め、発掘調査報告書を刊行した。

出土遺物及び図面 ・写真等の記録類は上記作業終了後、台帳を作成した上で収納した。
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第3節寺島大谷遺跡の調査成果

第3節寺島大谷遺跡の調査成果

1.縄文時代の遺構と遺物

縄文時代の住居跡としては SH05、SH12、SH14の3棟を検出した。

( 1) S H05 (第27・28図)

【遺構】発掘調査区G4 と H4 グリットで検出した円形と思われる住居跡である。幅12~65cm、深さ 10

cmの壁溝が周聞を巡っていた。住居跡の直径は約6.6mの円形住居と思われ、北半分が斜面部で流失し

ていた。標高は81.75mから82.00mlこ位置する。

柱穴は壁溝の内側に SP123、SP108、SP122の3か所を確認した。 SP123は最大直径約50cmの楕

円形で深さ約40cmで、あり、 SP108が最大直径約40cmの楕円形で、深さ約60cm、SP122が最大直径約50cm

の不定形で深さ約25cmである。柱穴SP123から SP108の長さは約 4m、柱穴SP108から SP122の長

さは約 5mで、ある。

中央やや北西よりに炉跡と思われる焼土が2か所あり、炉跡 7は南北約38cm、東西約20cm、厚さ約 6

cmの楕円形で、あり、炉跡 8が南北約35cm、東西約48cm、厚さ約 500の不定形で、あり地床炉と思われる。

柱穴SP122の北西に石皿(第28図30)が出土している。周辺には北東に約6m離れて弥生時代後期末か

ら古墳時代前期の遺構と思われる SH06が、北に約 5m離れて古墳時代前期の遺構と思われる SH01・

02が存在する。

【遺物:土器】土器は26点(第27図 1~13 ・第28図14~26) 出土している。(1 ~ 6)は口縁部の破片

で(1)が無文浅鉢の口縁部で中期末と思われる。 (2)は風化しているが口縁から沈線区画をしてお

り中期終末の土器と思われる。 (3~ 5)は風化して文様不明で中期末の土器と思われるが、 (3)が東

海系土器であろう。 (4)は口縁部に刺突を付けた中期末の東海系土器である。 (7)は口縁に沿って微

隆起を付けた加曽利 E4 式土器である。 (8 ・1O~12 ・ 14~16) は風化しているが同一個体と思われ、

胴部以下を縦位沈線で区画しており加曽利E4式土器である。 (18・19)は東海地方の中期末土器と思

われる。 (22・26)は底部の破片である。

【遺物:石器】石器は 5 点(第28図27~31) 出土している。 (27 ・ 28) は黒曜石製の凹基無茎石鍛である。

(29)はチャート製の凹基無茎石鎮である。 (30)は淡黄褐色中粒砂岩製の板状石皿である。片面を良く

使用している。 (31)は褐灰色中粒砂岩製の磨石であり、全体を良く使用している。一部に敵打痕も有

する。

(2) S H12 (第29~31図)

【遺構】発掘調査区Y3グリットの北東部で検出した不定形住居跡である。住居跡は南北約4.4m、東

西約4.25mである。標高は99.5mから100.0mに位置する。

柱穴は壁溝の内側に SPl44、SP143、SP157、SP146の4か所確認した。 SP144は最大直径約30

cmの円形で、深さ25cmであり、 SP143が最大直径約34cmの円形で深さ41cm、SP157が最大直径約4800の

楕円形で深さ34cm、SP146が最大産径約30仰の円形で深さ35cmで、ある。柱穴SPl44から SP143の長

さは約1.8m、柱穴SP143から SP157の長さは約2.2m、柱穴SP157から SP146の長さは約2.2m、柱

穴SP146から SP144の長さは約2.2mである。住居跡の東側に屋根の部材と思われる炭化物が出土し

たが、住居跡床面より約20cm高い覆土層からの検出である。

中央やや北東よりに石囲炉があり、焼土が石囲炉とその東側にも堆積している。焼土の範囲は東西約

98cm、南北約74cm、厚さ約10cmで、石囲炉の一部に 3個の石が残っていた。他の石は抜き取られたと思

- 41 



第3章 寺島大谷遺跡・寺島大谷古墳

N 

γ 、2

D' 1 黄褐色土層

o 1 : 80 2m 

議十万

10 

11 

1 : 3 10cm 

第27図 S H05平面・断面図・出土遺物実測図

42 



第 3箔 寺島大谷遺跡の調査成果
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第3章寺島大谷遺跡・寺島大谷古墳
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第 3節寺島大谷遺跡の調査成果
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第3章 寺島大谷遺跡・寺島大谷古墳

われる。この住居跡は中期中葉の住居跡と思われる。

【遺物:土器】土器は15点(第29図32~46) 出土している。 (32~34) は口縁部などの破片で波状口緑

に沿って区画した中にへラ状工具の連続束日突を付けた北屋敷式土器である。 (35)は無文であるが北屋

敷式土器である。 (36)は刺突と沈線を付けた北屋敷式土器である。 (37)は風化しているが連続刺突を

付けた北屋敷式土器である。 (38~41) はヘラ状工具で刺突を施した北屋敷式土器である。 (42) は半裁

竹管状工具で密接滞鉾状平行沈線を縦位に付けた勝坂式土器である。 (43)は隆帯を横位と弧状に付け、

隆帯上部に半裁竹管状工具で、刺突を付けた勝坂式土器で、ある。 (44・45)は風化しているが中期の土器

と思われる。 (46)は中期の勝坂式土器の底部と思われる。

【遺物:石器】石器は12点(第30図47~53、第31図54~58) 出土している。 (47) は泥岩製の縦形石匙

である。母岩から薄い剥片を取り石匙に加工している。 (48)は頁岩製の横形石匙である。 (49)は頁岩

製のスクレイパーである。三角形で刃部を弧状にして原喋面をそのままに残し、そこに片刃を付けてい

る。 (50)は粗粒砂岩製のスクレイパーで、ある。三角形で刃部を弧状にし片面を剥片として取った時の

原喋面を残している。 (51)は接形の打製石斧で石質は泥岩である。片面に原喋覇を広く残しており、

刃部に縦の使用痕がある。 (52)は楼形の打製石斧で石質が細粒砂岩製である。片面に原喋面を広く残

している。 (53)は短冊形の打製石斧で石質が細粒砂岩製、片面に原喋面を広く残しており、刃部に使

用痕がある。

(第31図54~56) は石錘で (54 ・ 56) は泥岩製である。 (55) は細粒砂岩製で、瀬戸川中流域の河原で

採集した肩平な円礁を加工して使用したと思われる。いずれも打欠石錘で楕円形の両端2か所を打ち欠

いたもの (55・56)、3か所を打ち欠いたもの (54)がある。 (54・56)は縄掛け部が一部磨滅している。

(第31図57・58)は淡黄褐色花嵐岩製の磨石で、両資料とも欠損している。

(3) SH14 (第32図)

【遺構】この住居跡は発掘調査区C7グリットの南東隅から、一部がC6グリットの北側に掛かり検出

し、住居プランが円形と思われる。住居跡周溝はその南側から西側にかけてC状に残っていた。住居の

規模は周溝から東西約5m程度と思われ、標高が80.75mから81.25mlこ位置する。

柱穴は壁溝の内側に SP183、SP180の2か所を確認した。 SP183は最大直径40cmの円形で深さ20

cmあり、 SP180が最大直径45cmの楕円形で深さ50cmで、ある。柱穴SP183から SP180の長さは約3.3m

である。周溝の幅約20cm、深さ約18cmである。炉跡は焼土などを検出していないため不明で、ある。住居

跡の東側に SK165、北側に SK160、西側約5m離れて SH13がある。

【遺物:土器】土器は 2点(第32図59・60)出土している。 (59)は半裁竹管状工具で、地文に斜位に沈線

を付けた東鎌塚式土器である。 (60)は風化して文様不明であるが薄手東海系の中期後半の土器である。

この他に石器類は出土していない。

(4)遺構外出土の縄文土器

(第33図61~第39図303) は遺構外の出土土器である。出土土器は中期中葉から中期終末、後期初頭であっ

た。

まず、(第33図)の土器から記載する。 (61)は口縁部に半裁竹管状工具で連続爪形を付けた北裏C式

土器である。 (62~64) は波状口縁に沿って、V状のへラ状工具で連続刺突した北屋敷式土器である。 (65 ・

66・69・70)は風化しているが、薄手な点から北屋敷式土器の胴部破片と思われる。 (67・68)は同じ

く北屋敷式土器の底部である。 (71)は口縁部横位に隆帯を貼り付けており、中期中葉の土器である。 (72)

は口総部に沿って半裁竹管状工具の横位沈線で区画し、中に同一工具で弧状線を付けた中期中葉の土器

- 46-
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寺島大谷遺跡の認資成果
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第3章寺島大谷遺跡・寺島大谷古墳
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寺島大谷遺跡の調資成長

にも同一工具

主主 3J~ii 

き

ある。(第34図101~.ll 

iま

サ円

Iむ~~している。

ある o (118~~ 121や

にも

123へ 129・131円た中に、

._..，-_ 
f明、

けている。は

を付りている。

は曽利 IT

~~ 

けている。

ド :;-pノ!-c註t
h、一二包可tJ

している。

は横や渦巻隆帯などで区画している。

-"，づ

(第35図140の 141. 143⑮ 14Ll e.， 

こ付A けている。

をし、中-4c 

けている。

rv は口吉13に

ある。は

定患を付けている c

.はに区画した中に. 

している。を付けている。太し¥

中にV (第36図1河)は

げている。

した原体を、を2mmのLRの聞いある。胸部には親回

縦(立回転している。

を波状に姑り付け、

して原体記号不明である

はある。とは方日曽;向E2 。1
ム

を付けている。:3 nlmのR_r_，の区画した

している。

画している。

して、隆帯上

I，~ 
1/"-口める。

けている。じは風化しているは口主主苦13とその周辺に

したと服部の境をく

横位枕線で区画している。

を方桓している。

に京を施している。

中に、 ~k 、
c 

3 mmのRLの

E4式土器である。

5聞の LRの縄文を付け、

らは刀日

占
〔
}

してい令。

3 mmのLiic 

している。は2同音戸を

をイ寸けている。

げている。

けている c

。C!日である。さ約 4mmのLR

けている。

は口

5 mmのJて
C 

である。

していない。鍔の下

E4 

- 51-
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，21 ~~218 吻
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第35図遺構外出土遺物実測図 3

52 -

yf 
' " 

152 

同

148 

154 

159 

161 

10cm 



061 631 881 

161 、
98T S8T 

L81 

b 
，.A由4 予81 S81 

l叫

681 1ST 
事iMf:~:'iJ.J_'. 081 

9LI 

~平竺土問~
lω 

861 

96T 

首主主í:豆鴎αi回~f-[i;ミ:智幸 QB 5 25 

一回

"17 

L61 

f
i一一川一

961 

861 

6U 
8L1 LLI 

ij d 

SLI 
SLl 3Ll 

ILl 

VLl 

予91
891 

991 

(↓ムミ〉

OLI 
691 

ん
け
け
v
rhr、

巧¥
行千二ヲゴ/~う

{三一一J



F巴竺空士号可三竺-~ー竺i
VXJO~ 8" 0 

8I2 

i
r
/

パ
1v

予ヨ

告

日16

916 

LlG 

ア7ウ
V'-u 

217， 

予06

語'.T~f，~+智去さ" J，lirf;主さま午智会 主主 E主主



第3節寺島大谷遺跡の調査成果
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RLの縄文を付けている。は口縁音[:<に微j珪起が付き

}ミ
久

である。は波状口iほとなる。は風化しているが加

は)晶化している

第3節寺島大谷遺跡の調査成果

しているが、風化により

E2式頃か加曽利E4式土器と

し、

いる。

は風化しているが、仁!縁部から

芦:
ι 

付けている。 は風化しているが口縁に縄文会I寸け、枕線で区画している。は風化している

7占、

は風化しているが、縄文

は底L化しているが、 を付けている。

らめ、下

百)0 した中に縄文

弧状沈娘を付け、縄文を施している。は半裁竹管状工具の

mmのI_J Rの多条縄文を付けている。は条の太さ約 2mmの縄文

で区画している。は条の太さ約 3酬の LRの縄文を付け、

の太さ約 5mmのLRの縄文を付け、縦{立沈線で区画している。

個体である。

3 mmのRLの

2 mlUの LRの

を付A けてい

けている。

3 

している。は条

は風化しているがと同一

(第38図は風化しているが中期東海系の型式不明土器である。は口縁音防ミら無

文にしている。は口縁部から条の太さ約 2mmのLRの多条縄文が付いている。は口縁部に

沿って横位隆帯を付けている。

(第38図255~266 ・第39図は中期の型式不明土器である。. 261 . 263~266 ' 267 

は仁[縁部である。は口縁部から条の太さ約 3mmの LRの縄文を施している。・ 272~~

けた土器である。.は弧状沈緑を付けている。は条:の太さ約 3mmのL

Rの多条縄文を施している。は条の太さ約 3mmのLRの多条縄文を施している。は条の太

さ約 2mmのLRの多条縄文を施している。は条の太さ約 2mmのRLの多条縄文を施している。

は風化しており口縁部に縄文を施している。

している。

は底部破片である。 7 c 
} 

(第39図30いは台付き土器の破片である。

ると

て幅 ommの

のj霊j脅タトから

は土製貝輪形腕輪

輪の断面形も上部と

している。

L 弥生時代⑪古墳時代⑩

抗生時代 υ

師、 SH07、SH08、S

S K160の1基であった。

(1) S HOl・02

{遺構l

L 
らy

t:.l、、

た。外形は楕円形にな

で、輸の断面の が約更である。

85cmである。 ド丸一L百言行口vd..ご仁諮工ロロ てコ

内領Jjは平にして内面が無文で、ある。 G6グリッド

がSHOl、S

土坑はSK165の1

57 

S H03、SH04、SI-Il1匂 SH

る。奈良時代に属する
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寺島大谷i喜一跡の調査成主主ちqη バみ

J日。豆刊

「一一一一一一 ニ一Z 土土=一=で-r伊

しhヤ-戸- 一一一一一一一一一一一-一一 J IνV  f 

306 

308 307 

309 

。 1. 3 10cIil 

同五石石叫日孟平副

。"1:2 F.iG ~η 

院副高品平戸

304 

310 

S H {)! 0 S H 国

ザ
ム
。oS I-I05，と SFlOらの~~{別にS f-I03・040 11の南側、出さリヅドH4r'_'5 

してし i るため、平面的ある。S HOlとSH02は重複し

しえ なるS H02 ばISHOlが古く、によするのは

る。81， OrIIから81.L1mの範囲

主軸1m、短軸は3.隅丸方形をはややいびつではあるS HOl 

であはほも12cDl7i主度と

SDlOが南東隅から

、ふ?

に士から方向はN-650
- Eであった。

にかけて巡っておりかった。めらる

いた可能
f日

つ、ささらにに分岐していることから、

ヲ7

9 には住居外側へと延びる

としなかった。 I膏ることができた東側の SP20 fj 31 
、三戸

C 

じりしており、その上には 5r~7cm程度

の置石がの南側に

に粘土

る。焼土層の焼土層 てし、

会〉は隅角

は]'.J-250 
- VIであった。検出面から

北側の床面に

2 

あった。

は長軸5.

S I-IOlとほぼ同ーレベルとなる。床面はほ

ふ戸-

S H02は SHOl 
中

古ど

た。

J 

4ぎt

三三 〉白

人りさは 12.-~15emて¥

であった。がるものではない。会面

はSL1.こGにかけず

な円POl・03u 06圃 09

:粟さ 18~" ，--，， 7Icm とるSP02 ' 08ゃ形であった。壁面に

のており、「
三〉になるものであろうあることから、

S II02 

&1 

れる。と

2をf突出した。

S FIOl 
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吉弘

?l:ミ，~、
N ン は出土していない と される。

{出土遺物1
〈第41図〉は SI-101より高町、壷

‘ 
が出土した。

はじにより

で風化してい忌

ーでお

J_  ~.円

4つ古コ。

に円形のjきかし穴'ii:付けている。内面

口

は

--"':、、トヲ
し ζひ幻。

は内面にハうr 目 日

C工、

底面

ヘケ目痕がある。

しており、内面と

ある。 こ一れら

明であり、一部に

j'~ 
ζ， {:)。

(2 S HO:3 (第42⑩ 43図〉

F宣構〕

ある。 SHOl .02のjじ担Hこ

る。 SH03 • 04 • 11が重複し

も新しく、 SH04、 SHllの!胆に古くなる。遺構は標高30.3 ミら80.8rn

S H05、S1-106 

されており、 SH03 

1こ所在する。

S H03は南半が良好に検出されjこものの、北半ば自I1平が顕著で、あったため、

た。平面、形状は隅丸方形で、西壁の一部は SFi03よりも新しい 1(75によって

は明らかで立いが、東西は700γf1を測る。主軸方向はN-350-Eである。

からの深さ28cmを測る。床面はやや凹凸はあるが、ほぽ平坦となり、

されたの遺構覆土は炭化物を含む明黄j毛色土t:黄褐色士を

南側では

シノvトが一部みられる。

はSP 40 " L17・61は南半 され、

J- さ41cm

は床面のレベルで

として

とみられるが、北京隅の柱は未検出である。

さ 16"~42cmを測る。南端の壁面に

円形の土坑である。内部からは

炉跡 3'-""d 5 

などの土器片が出土L〆ている。

100cm、短径50---'80cmの円形あるい

J 干

r' 

~，ハ『

色了1干フ さfしていない。 から¥ と判断

主れるo

T 

である。 により調整不明 た ~ê 

、ミて ヲ

叱)'J;:J。 は胴部にハク目があり のた

があり、石質

中 4

4つ<'b0 

である。 1 
L 

ナラ 1.=9ζ 品 「 十
/，_ C--，づんり 4ぃ心。

(3) SHOt1 

I~I5-'.6 

L"lハ。平面形伏

された S H03⑫ 11と し、 SH03より古く、 S1-11]よりも

乞ど

貼j末

1m 、短軸2.8m を誤i)ワ、主[~白方向は r'.J -70
- ¥7¥1である。

である ;ま ロック つ

円

ふ

ふり

0
マハ
VLb 

た。明確な主柱穴 されていない にある SP 41 " 52がそれにあたる

-_" 62 ~ 
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第44図 S H04平面・断面図

第 3節寺島大谷遺跡の調査成果

P41 ・ 52は平面形状が不整形な円形を呈し、長軸26~48cm、

深さは22~43cmを測る小穴である。遺構に伴う炉跡、壁溝、

貯蔵穴は未確認で、ある。図示可能な出土遺物がないため、遺

構の時期は不明瞭であるが、遺構の形状から古墳時代前期の

遺構と推定される。

(4) S Hll (第45図)

【遺構】

H5~6 グリッドで検出された竪穴住居である。 S H03・

04と重複するが、このうち最も古い遺構である。平面形状は

やや不整形ではあるが、長楕円形を呈する。ただし、南東側

のSH04と重複する部分は不明瞭で、あった。遺構の規模は長

軸6.7m、短軸4.9mを測り、主軸の方向はN-360- Wである。

検出面からの床面までの深さは24~32cmで、平坦に整えられ

ているが、貼床は確認されていない。北側は床面から最大幅

160cm、深さ10cm程度の溝状の掘方とみられる落ち込みが確

認されている。掘方下面では壁際に沿って小穴群がいくつか

検出されているが、性格は不明で、ある。また、北側掘方に接

回

∞]「

D
E

gコ

/ 
SK103G 
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A 
81. Om 

山o'，8 
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SP57 

第45図 S H11平面・断面図
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第46図 S H06平面・断面図・出土遺物実測図

して床面を掘り込むSK76が北東壁際で検出されているが、床面構築以前の土坑であることから、これ

も掘方の一部の可能性がある。遺構覆土はややしまりに欠け、明褐色土のプロックを含む灰白色粘質土

であった。主柱穴はSP57・69・89・93が該当するとみられる。柱穴の平面形状は楕円形あるいは不整

形な円形で、長径28~64cm、深さ 19~36cmの規模である。北側主柱穴問で検出された焼土の集中箇所は

炉の可能性が高いが、他の炉跡のように硬質な焼土層を形成するほど明瞭なものではない。壁溝や貯蔵

穴を確認することはできなかった。帰属時期を判断する出土遺物には恵まれないが、遺構の形状や他遺

構との関係から、弥生時代後期から古墳時代初頭の遺構と推定される。

【出土遺物]

出土遺物(第43図318)は球形石製品でSP57から出土している。球形の喋を利用しており、石質は

淡褐~暗灰チャートで用途不明で、ある。

(5) S H06 (第46図)

【遺構】

H4グリッドで検出された竪穴住居である。 SH01~06 ・ 11の竪穴住居群が築かれた尾根の東端に住

置し、谷に向かつて落ち込む標高81.3~80. 7mの地点に立地するため、遺構北側の大半は地山の崩落に

よって失われている。平面形状は明確で、ないが、隅丸方形と考えられ、残存部分の規模は南北2.4m、

東西4.7mで、ある。検出面からの深さは最も残りの良い南端部が28cmを測り、北側は地山の流出により

徐々に浅くなっている。南壁の中央には幅10cm程度の壁溝が設けられるが、全周していたかどうか不明

である。南壁に近い SP80・SP81は対になる位置にあることから、主柱穴の可能性があるが、長径98

~104cm、探さ 16~23cm と柱穴としては浅いため明確なものではない。また、小穴 S P83から (323)の

土師器壷口縁が出土している。炉跡・貯蔵穴に相当する施設は検出されなかった。出土遺物から、古墳

時代前期の遺構と考えられる。

【出土遺物】

出土遺物(第46図323)は壷 l点で風化のため調整不明である。口縁端部内面を削るようにして整形し、

器形は瓢壷となる。古墳時代前期の廻間II式並行段階の土器と思われる。

(6) S H07 (第47~49図)

【遺構】

J2グリッドで検出された竪穴住居で、 SH01~06 ・ 11が立地する尾根から谷を挟んでふ30m程離れた

64 
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「一戸寸

一て寸J 句 f-

32!1 

328 

ぐ二二二〉 331 

o . 1 :3cm 

同日孟高五孟函!

3トi

3乙5

1 : 3 1 QCill 

E石孟孟孟高本石~m二不可

7~'82. 9mの調査区東端尾根上、に位置する。 SH08と重複するが、 SH07の方が新しい。

1m，短軸5.8mの規模で、平面形状はわずかに東西に長い隅丸方形を呈する。主軸方向

はl¥J-750 
- VI!である。覆土は明貫褐色士、暗貰褐色土を主体とし、床面直上の赤褐色土

化物を多量に含む。床面直上では炭化材が多量に出土していることから、 SH07は焼失住居であること

が判明した。炭化材は住居の周囲から中心に向かつて放射状に出土しており、これらは屋根を構築する

と判断される。床面は平坦に整えられるが、検出面からの深さは深いところでも 12cmと浅い。

ある暗黄褐色ゴ二上国が床面として

はSP12S・129・130. 131 
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の
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に位置する。標高8L8~~82o 3mの尾根

の先端に所在することから、遺構東側は

地LLJOJ流出によってほとんど失われし、最

も高い部分となる西側の壁面周辺のみが

検出された。全体形状は明らかでない

と推定され、残存する西辺の長

さは4.8mを測る。検出面からの深さは

」高品石 西端で35州、船、床面はほぼ平坦とな

る。覆土は暗褐色土を主体とし、貼床に

う床面構築士は確認されていない。

つ九快出されたが、本来は全周していたものと考えられる。主柱穴は明確で

から SP73がそのひとつと推定される。炉跡及び貯蔵穴は未確認である。西側壁面にない
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K2グリッドにあたる

出された竪穴住居で、 SI-I07・SH08の

を中心とした遺物群は床面から 2cmほど

これら遺物の年代観から、遺構は部生時代後

部と胴部の
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にハケ調整をしてい

ヲF

古〉。

ら ある。

(9) S H 13 

B~C7 グリッド

づ9

包〉。

された

S H13のみは SH01~~06 ⑪ 11 が立地する尾根からヤア

そ;)

ある。 の尾I

. 7~82.1mの

ρ 円。υ



H
l
i
Hハ
パ
パ
川
一
v
i
|よ
1
l

v
h
w
J
U為
、
¥

m
i
k
N
もぷ川、一
Y
¥
Y

J

品
川
川
M
m
y
u
J一べ

___}，__ 
82 

B 
82 

335 

337 

第5'i匡1 S H 

第 3箔 寺島大谷遺跡の調至宝成果

¥しム
5m 。

XLf 
/る_f:
~ 

ハ P

，~ 

;j' 
~、~

A〆

B' 

l 時褐色土層

2 A音褐色土層

。 1: 80 2m  

比平孟五平←叫孟ぷ孟副

千二三三三三

/ 
/ 

/ 

市 7
A ぶ

叫ゃい!

338 
339 

o '1:3 10cn; 

h弔問""""""''"~.'"h雨戸孟五j
ぐ二二二〉

o 1:20 50Crη 

同ニ平副ニニ平ニヰ

336 

340 

。 i: 1 3cI1l 
山高石弘山_a.b-__，.. =孟一→

69 -



第 3::(~~ 寺島大谷遺跡@寺島大谷古境

lilE '68 
，コ コ

。コ

~ 

SPl85 

-一E 
A 

"士、
_j[_イ

11' 

CXl 

A 11' 

82" :31立
co 

h 

ι 
82.3m 

E 

1 暗号色土層

2 陪褐色土居。 1: 80 2m  

』巴副団血~~胃~

:s H 13平面 e @出土遺物実測図

341 

o 1 : 3 1 Cαn 

~ニニヰEJ-司

尾根上に営まれる。北東に向かつて傾斜するj出点にあるため、遺構北半書13から東側にかりては地山

出によって失われている。平面形は南側壁の形状から、隅丸方形と推定され、南辺残存部の長さは4B7

mを測る。覆土は暗褐色土を主体とし、貼床の痕跡は認められなかった。検出面からの深さは南部の最

も残りの良い部分で、36cm を調~り、前述のように北辺部にかけては地山の流出により、王子商形が定かでな

くなる。主柱穴は SP 185 " 186 ' 189 < 191 と推定され、それに基づけば主軸方向は 1~~' -580 
- 'llである。

さ 22~39c泊l

が明

寸喝、、、

りにあたる さ4cm 

されており、東側

時期は不

る。

の置石が 2個配置されていた。

から古墳時代前期にかけてのいらかでないた

あろう ο

[ 出土遺物]

出土遺物

ある。

lま あるが、表面がかなり
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【遺;脊}

C 7グリッド

9mの
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る。掘方の上端

あるが、下端

ス
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さi は160cmを 0，南告uに のテラ

している。

-70 -



A 

A 

80.8m 

ヲ
342 

〈込
343 

副一主 ーマ
344 345 

。 1 : 3 10cm 

第3節寺島大谷遺跡の調査成果

一生;ー

A' 

。 1 :40 2m 

三一一ョwマ経彰ク
346 

第53図 S K160平面・断面図・出土遺物実測図

-71-



第3宣寺島大谷遺跡 e 寺島大谷古墳

uイ7

己
¥
)
/ r

、
S K1 

を指向した掘方のあり方や、供献さ
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とみられる土師器盤の出土状況から、 SK 1130 

あたらないことから、単組で営ま

(3440 、古代の土師器盤である。
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し
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は風l化のた

されており
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している。

器高2.9cmで、ある。土師器盤以外の土器は混入品で
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¥三
(11) S K165 (第54図)

【遺構】

D6グリッドで検出された土坑で、標高80.8
SP49 

1 : 3 

357 

~81. Omの地点に立地する。縄文時代の遺構S

10cm H14、古代の遺構SK160の南に隣接し、西側

はSD15に近接する。平面形状はやや不整形な

楕円形で、長径1.2m、短径0.9m、深さ1.3m 

を測る。土坑の性格は不明で、あるが、後述する

ように覆土中から、土器類が比較的多く出土し

ている。出土遺物の様相から、遺構は弥生時代

後期から古墳時代前期初頭の遺構と推定され

る。

【出土遺物】

1:2 5c昨1

第55図 S P32・SP49・SP33出土遺物実測図

出土遺物(第54図)は壷 (347)、台付聾 (348

~354) である。 (347) は表面がハケ目調整の

のちヘラ削りしており、内面が風化により調整

不明である。 (348)は口唇部に刻目を入れ、ハ

ケ目を縦位に付け、内面も縦位にハケ目を施し

ている。 (349~351)は風化により調整不明である。 (352) は口唇部を面取りしているが風化により調

整不明で、ある。 (353・354)は風化により調整不明である。遺物は弥生時代後期から古墳時代前期初頭

と思われる。

(12) S P32・SP49・SP33出土遺物(第55図)

S P32・49・33は12グリッドで検出された小穴である。 SP32からは台付聾 (355)が出土してい

るが、蓋台部で外面は縦位と斜位にハケ調整し、内面は板ナデをしている。 SP49からは壷底部 (356)

が出土しているが、風化により調整不明である。 SP33からは縄文時代の撮形打製石斧 (357)が出土

しており砂岩製である。

3聞遺構外出土遺物

( 1 )遺構外出土土器(第56岡~第59図)

(第56図358~371 ・第57図372~387) は壷形土器である。 (358~371) は菊川式の新しい段階と思われ、

弥生時代後期後半から終末、古墳時代前期初頭の時期であろう。 (358)は風化しているが折返し口縁に

棒状浮文を付ける。口縁内部に条の太さ約 1mm、長さ約2.1cmのRL縄文原体を内面に回転押捺している。

外面については風化により調整不明である。 (359)は折返し口縁を横ナデしており、口縁部内面に条の

太さ約 1mm、長さ約2.1cmのRL縄文原体を付ける。外面は風化しており調整不明であるが、口唇部に

棒状浮文が3か所残っており、全部で8か所あったと思われる。口縁部は風化しておりハケ調整が一部

残り、黒班のスス状のものが付着している。 (360)は折返し口縁にして条の太さ約 lmm、長さ約2.3cm

のRL縄文原体を内面に施して、円形浮文を付ける。口唇部は斜位にハケ調整し、縦位の棒状浮文を 2

か所施している。口縁部は約11本単位のハケ目を縦位に付ける。 (361)は風化しているが、折返し口縁

の内面に条の太さ約 1mm、長さ約 9阻の RL縄文原体を結節し、さらに条の太さ約 lmmのLRの縄文を

付けて羽状縄文にしている。表面は風化により調整不明で、あるが、縦位の棒状浮文を 6本 1組で貼り付

-73 -
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けている。 (362)は折返し口縁の内部に条の太さ約 2mm、長さ約2.5cmのRL縄文を付ける。口唇部横

位にハケ調整し、口唇にハケ自原体で刺突を施している。口縁部から胴部にかけて約10本単位の原体で

ハケ調整をしている。 (363)は折返し口縁の内面が風化により調整不明で、口唇部斜位にハケ調整した

後、縦住の棒状浮文を付け、浮文の上部にもハケ調整を斜位に施している。口縁部に約 6本単位のハケ

調整を斜位に付けている。 (364)は折返し口縁で風化により外面、内面とも調整不明で、ある。口縁部に

棒状浮文を縦位に付けている。 (365・366)は折返し口縁で風化により外面、内面とも調整不明で、あるが、

表面に一部にハケ調整が残る。 (367・368)は折返し口縁で風化により外面、内面とも調整不明である。

(369)は風化により外面、内面とも調整不明であるが、頭部に円形浮文が付いている。 (370)は風化に

より外面、内面とも調整不明で、あるが、口縁部の一部に斜位のハケ目が残り、内面に指頭痕が付いてい

る。 (371)は折返し口縁で風化しているが、外面の口縁部斜位にハケ目痕を施し、頚部に指頭痕が付い

ている。内面の頚部にも指頭痕が付いている。 (372)は折返し口縁で、風化により外面の調整不明でおある

が、内面は条の太さ約 1mmのRLとLRの原体を回転し羽状縄文を施し、円形浮文を付けている。 (373)

は折返し口縁で風化により外面と裏面の調整不明であるが、 3本単位の縦位棒状浮文が付く、古墳時代

前期古段階の大廓式土器の壷である。 (374)は頚部に 5本単位の櫛描き波状文と横線文を付け、内面頚

部に指頭痕が残る伊勢湾岸装飾査で、古墳時代前期の製品である。

(第57図375~387) は査の胴部から底部の破片である。風化により外面、内面とも調整不明であるが

(375・376)はヘラ磨きがわずかに残る。内面に輪積痕と指頭痕がある。 (377)は風化により調整不明

であるが、底部付近にハケ目調整がわずかに残る。 (378)は風化により調整不明で、底部付近にハケ目

調整がわずかに残り、内面に輪積みの指頭痕が付いている。 (379)は風化により調整不明で、ある。 (380)

は風化により調整不明で、あるが、底部付近をヘラ磨きしている。 (381)は板ナデ調整している。 (382)

は風化により調整不明であるが外面を板ナデしている。内面は不明で、ある。 (383)は全面に焼けた跡が

あり、内面にハケ目と指頭痕が付く、外面にハケ目痕がわずかに残る。 (384)は外面に被熱痕がある。

底面と内面に板ナデ痕があり、外面にヘラ磨きとナデ痕がある。 (385~387) は風化により内面と外面

の調整不明で、ある。

(第58図388・389)は高杯である。 (388)は口径が大きく深い高坪で、内面一部に磨き痕が残る。外面

は風化により調整不明である。弥生時代後期後葉から古墳時代の本屋敷式土器である。 (389)は高坪脚

部で円形の穿子しが3か所ある。風化により内面と外面の調整は不明で、本屋敷式土器である。

(第58図390~407) は台付重である。 (390) は折返し口縁で内面調整が風化により不明で、ある。外面は

ハケ調整をしている。 (391)は聾口縁から体部で調整は内面、外面とも風化により不明である。 (392)

は口唇を面取りし刻目を付け、内面が風化により調整不明である。外国は横位にハケ調整を施している。

(393)は風化により内面、外面とも調整が不明である。 (394)は風化しており口唇部に刻目を施して、

内面に横位のハケ調整し、外面口縁部付近に縦位、胴部に横位のハケ調整をしている。 (395)は口唇部

をナデ、内面をハケ調整し、外面を縦位にハケ調整している。 (396)は口唇部に刻目を施しているが、

風化により内面、外面とも調整不明である。 (397)は口唇部に刺突し調整が不明であるが、胴部に縦位

のハケ調整をしている。 (398)は口唇を面取りして刻目を付け、内面を横位にハケ謂整し、外面を縦位

にハケ調整している。 (399)は内面と外面の一部ナデ、外面下部を縦位にハケ調整している。

(第58図400~407) は台付費の台部である。 (400) は内面斜位と横位にハケ調整し、外面にヘラ磨き痕

が一部に残る。 (401)は内面の一部に指ナデ痕が残り、外面に斜位のハケ目痕が残る。 (402)は内面、

外面ともにハケ目痕が残り、内面天井部に指ナデ痕がある。接合部は10カ所の凹が残りソケット状に接

合している。 (403)は風化により調整不明で、あるが、内面天井部に指ナデ痕がある。 (404)は風化によ

り不明であるが、内面天井部に指ナデ痕と板ナデ痕がある。 (405)は内面にナデ痕があり、外面はハケ

76 -
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(第59図は小形壷、台付蜜、土師器j不蓋、項恵器杯蓋 (410、

土不身-，、須恵、器糸切り碗①、灰稿陶器碗である。は子担小形壷で風化によ

っ調整不明であるが、一部に磨き痕が残る。弥生時代末から古墳時代前期の製品と思われる。は

台部で風t化により調整不明であり、台部が査部からはずれたと思われる。は濡平なボタ

8世紀代の製品と思われる。 (411)はナデとヘラ削りを施しており、 8

世紀代の製品と思われる。は高台部近くをヘラ削りし、仁!縁部にかけてナデており、 8世紀代の

製品と思われる。 Q は須恵器の糸切り碗で、ある。は内面に灰柑を刷毛塗りしており、
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第 3章寺島大谷遺跡・寺島大谷古墳
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第 3章寺島大谷遺跡・寺島大谷古墳

③石匙(第62図450-456)

石匙は横形石匙(第62図450-453) と縦形石匙(第62図454-456)が出土している。横形石匙の石質

は泥岩製が2点出土している。縦形石匙はチャート製で縄文時代の製品である。

④スクレイパー(第62図457-459)

スクレイパーは 3点出土している。石質は頁岩製が2点、チャート製が 1点である。 D6グリッドか

ら2点出土しており縄文時代の製品である。

⑤両極石器(第62図460)はl点出土しチャート製であり、縄文時代の製品である。

⑥両面加工石器(第62図461)は l点出土しチャート製であり、縄文時代の製品である。

⑦打製石斧(第63国462-第66図486)

打製石斧は25点出土している。短冊形(第63図462-464・第64関472-475・第65図476・477・480・

482)、接形(第63図465・467、第64図468-471、第65図478・479・481、第65図484・485)、分銅形(第

65図483、第66図486)などである。分銅形の石費はすべて砂岩質である。出土地点はG6グリットから

が多く、 6点出土している。縄文時代の打製石斧と思われる。

⑧打欠石錘(第66図487-第70図519)

打欠石錘は33点出土している。石質は砂岩と泥岩で作っており、(第67図488)が最大であり、(第70

図517)が最少である。 13グリッドから 6点出土している。縄文時代の石錘と思われる。

⑨磨石(第71図520-522)

磨石は 3点出土している。石質は淡黄褐色中粒砂岩と淡黄褐色凝灰質砂岩である。(第71図520)は厳

打痕がありハンマー的な使用も考えられる。

⑩石皿・台石(第71図523、第72図524)

石皿 (523)は破片であるが上面と下面を研磨し窪んでおり、一部に凹痕がある。石質は黄褐色細粒

砂岩である。台石 (524)は肩平な石を利用しており、石血に使用した可能性もある。破片であり石質

が黄褐色細粒砂岩であり縄文時代の石皿・台石と思われる。

⑮磨製石斧(第72図529)

定角式磨製石斧 (529)は表面に自然面を残し、裏面を肩平に研磨している。石斧の刃部が破損して

いる。石質は泥岩で 14グリッドから出土している。弥生時代末から古墳時代初頭の磨製石斧と思われ

る。

⑫砥石(第72図525・526)

砥石 (525)は両端が破損しており、各面をよく使用している。石質は淡褐灰色細砂粒凝灰岩である。

(526)は先端も砥石として使用しており、基部で欠損して各面をよく研磨している。石質は黄褐色紬粒

凝灰岩である。称生時代末から古墳時代初頭の砥石と思われる。

⑬紡錘車(第72図527)

紡錘車は淡黄褐・淡灰珪質凝灰岩製の円蝶を利用して中心部に直径 6mm、深さ2.2cmの円孔を穿って

いるが貫通していない。何らかの理由により途中で穿孔作業を中止している。外面は自然面を残し人工

的な研磨を一切していない。弥生時代末期から古墳時代初頭の製品と思われる。

⑭有子L石錘(第72図528)

有孔石錘は淡黄灰色合磯中粒砂岩製で直径 1cmの円子しを穿っている。自然礁の上面を斜位に、底面を

平に研磨している。重量は46gであり、郁生時代末から古墳時代初頭の製品と思われる。
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第 3節寺島大谷遺跡の調査成果

第 6 (1) 

H5 SH03.翠j層 中期末 | 内外部。 7，5YR7/J，にぷい燈 訓H砂を含む 上部 .0，6下部司 0.6

SH05・寝土居 加削E'1 I内外 jm.l0YR刊 2~4mm位の小磁を含む 上部。1.05下部・ 0.8

SH05固覆土J脅 中期末 ||外内而国・ 7，5YR5/明4によい褐 長石。石英を含む
底部回日 75-I~部曲。 5

.5YR5/6 赤ネ劫 底径。 (5，4)

SH05・包含j吾 中期米 |i 5内り4 問 7，5YR5/2問 灰色などの砂立や石英を合む 上部・ 0，9下部"0，85 
面 .7，5YR6/6段

Tヱ泊 。7ヴ 5仁川YR町黒jヲ褐'"' 、旧SH03・覆土崩 中期末 i目砂・長正i:を含む
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第3索寺島大谷遺跡・寺島火谷古墳

(2) 

型式 | 胎 l 制(七日

| 亡 一休日U | 
細1i~ を合む。長石をわずかに台u Ijまt筏首1:，・ O(867底)部。 0，8

長干1-• :r Î':!;~ を含む 1:~15 ・ 0 ， 65 ド日;・ 8 ，

干[実を合ひ |部・ 0，5卜部・ 0.4

良一凸⑩イゴ]ミを J含む 上部.0，65 fi;fi・0.55

一七 1-~更や白色性子を合ひ 上部 ι0，5r'部。 0.45

2'""'"-'5mm位。');Jポえやl~石・石英 Ir 上部.L O-F苛1・0.95

i -ーな上部川下部 0.75

細砂とわずかな長むを含む |上部日下部1.0

組砂と長石を含む |上部・ 0，7下古川 7

石英を多く含む 口縁者[}2.75下部・ 0.95

石児をさ安く合む 口緑古li・'，， 95'fifli • 0，95 

イ ーむ 0，7下部 L25 

筏.0，5 HI5 . L 05 

2~3mmの小や長石 ・1.0下部・1.0

綱砂を多く含み長石・ 。3.1-T;昔15.2，0 

1 5rnrn{立の小艇や長不1・ 0.4下百15• 1お

長イ7を含む。 Ti英を多く含む 上部。1.4下部。 0.75

石3廷を多ど含む 上音15.0，7下部・1.7

長石.i-_l突を含む 上部・ 1.15下部・ 1.2

石Jj~をざノく合u と苦5・0.8下部。 13

長石・ ~-T炎。言語母を含む j二青15・0，7ド部・ 0，75

長引~[どを含む IHW'O，65 F~lí.065 

石英なとを含む 上部.0，8 fll'15 • 0，85 

長石・石英・飴色むの1Ig>;r立などを占円 I上出Il'L3Hili'1.95

白色?灰色などのむ砂粒や石英を合 上部.0，7下部・ G.S 

長石・石英を含u I J::~~ . 0， 5 l守1¥• 0，6 I 
)j，leBiJ:どの砂町む |上川村B• 1. 

灰色などの砂時的石英を含む ・D.7下部。1.0

石東や雲母を含む iっ l 
34 101 G6 I!音褐色士層 l 京総刷1

l匂函。 10YR6/3にぷい資的
石;立~7:r-含υ 上告15・0.5ドifs・0，6外面 .7.5YPA/2E正拘

34 102 J3 。情褐色と層 :m鎌塚原 |内州 7山/例 「 白色位子を含む ト苦1・0，7't、出1・0，4

3、~ 103 G6 晴褐色仁作".:m'i'rヲー仁 京総塚原 内外出・ 7，5YR5/4にぷい拘 上部・ 0，4'1、部・ 0，75

3'. I 1ω1 DE H古Z五一褐色土居 1 J官鎌塚原
内面白 10、ぽ7/4/こぶい賛成

|別 0，6T部 0.8グi而・ 5YR4/2J，正絹

105 I G6 日音褐色土居 京総塚原{フ ji司グl'rAi・2.5YR7/4桟資 苦15・む 65ド・ 0，5

mG6i  日吉褐色土居
内向園 7.5YIい/4褐 j青iι0，551、苦TS• 0，5 
外活・ 4/2灰手当
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第 3節寺島大谷遺跡の調査成果

寺島大谷遺跡出土縄文土器観察表 (3)

図番
挿図

グリッド 層位・遺構 型式 色調 胎土 器厚(cm)
番号

34 116 D6 暗褐色土層 東鎌塚原 内外面・ 5YR4/4にぷい赤褐 石英などを含む 上部・ 0.7下部・ 0.65

34 117 D6 暗黄褐色土層 東鎌塚原
内面・ 7.5YR4/3褐

石英を含む 上部・ 0.65下部・ 0.6
外面・lOYR7/4にぷい黄燈

34 118 G7 暗褐色土層 井尻末~曽利 I内面面・ 10YR7/63明に2ぷい黄燈
外 .5YR5/6 赤褐

灰色などの砂粒や石英を含む 上部・1.25下部・1.1

34 119 G6 自音褐色土層・耕作土 曽利II 内外面・ 7.5YR4/4褐 長石・石英を含む ロ縁部・ 2.0下部・ 0.55

34 120 G6 暗褐色土層・耕作土 曽利II 外内面国・・ 7755YYRRS6//42灰浅褐黄燈 灰色などの砂粒や石英を含む 口縁部・ 2.5下部・1.3

34 121 D6 暗褐色土層 曽利II 内外商・ 7.5YR4/6褐 長石などを含む 口縁部・1.95下部・1.1

34 122 C7 暗黄褐色土層 曽利II頃 外内面国・・ 1100YYRR44//21褐灰灰黄褐 石英を多く含む、雲母を含む ロ縁部・ 0.3下部・ 0.65

34 123 G6 暗褐色土層 曽利II 内外面・ 7.5YR3/4暗褐 長石・石英を含む 上部・1.15下部・ 0.75

34 124 G6 暗褐色土層・耕作土 曽利11 内面面 ・10YR7/4にぷい黄燈 灰色・白色などの砂粒や石英を含
上部・1.15下部・1.3

外・ 10YR5/6黄褐 む

34 125 G6 自音褐色土層 曽草UII 外内面面・・ 7755YYRR43//6l褐黒褐 石英を含む 上部・ 0.7下部・ 0.7

34 126 14 表土 曽利11 内外面・ 7.5YR4/4褐 長石を含む 上部・1.05下部・ 0.9

34 127 C7 暗褐色土層 曽利II? 内外面・ 5YR3/4暗赤褐 石英を多く含む 上部・1.0下部・。.8

34 128 14 表土 曽利11
内面・ 7.5YR7/4にぷい燈

長石などを含む 上部・1.1下部・ 0.75
外面・ 5YR4/4にぷい赤掲

34 129 D6 暗褐色土層 曽利11 内閣・ 10YR6/4にぷい黄黄燈燈
外面・ 10YR7/4にぷい

長石や灰色などの砂粒を含む 上部・1.15下部・1.1

34 130 D6 暗黄褐色土層 曽利II 内面・ 7.5YR3/2黒褐
長石・石英を含む 上部・1.05下部・1.0

外面・ 5YR4/4によい赤褐

34 131 D6 暗黄褐色土層 曽利11 内面・ 5YR3/6暗赤時褐褐
外面・ 7YR2/3極

長石・石英・雲母を含む 上部・1.0下部・ 0.85

34 132 J3 表土 曽平日H 内外面・ 5YR3/3暗赤褐 長石などを含む 上部・ 0.9下部・1.35 

34 133 D6 暗褐色土層 曽利11 内外面・ 5YR4/4にぷい赤褐 長石・石英を含む 上部・1.1下部・1.15

34 134 J3 一括 曽利回 内外面・ 5YR4/8赤褐 3~5mmの小磯や石英を含む 口縁部・ 2.15下部・1.35 

34 135 G6 暗褐色土層 曽利血 内面・ 75/56Y明R赤.5/褐6明褐
外商・

石英や雲母を含む 上部・ 0.8下部・ 0.75

34 136 Y3 暗黄褐色土層 曽利回 内外面・ 7.5YR3/4暗褐 長石・右英を含む 口縁部・1.8下部・ 0.75

35 137 G4 表土 曽利皿 内面・ 7.55YYRR44//43褐褐
外面・ 7.

長石・石英を含む 口縁部・1.55下部・1.05 

35 138 13 表土 曽利回 内外面・ 10YR7/4にぷい黄燈 細砂と長石を含む 口唇部・1.2下部・1.3

35 139 J3 暗褐色土層 曽利回 内外面・ 5YR4/6赤褐 2~3mmの小磯や白色粒子を含む 上部・1.0下部・ 0.9

35 140 14 表土 曽利回 内外面・ 5YR4/4にぷい赤褐 長石・石英・雲母を含む 上部・ 0.75下部・ 0.55

35 141 D8 暗褐色土層 曽利m 内外函・ 10YR7/4にぷい賞燈 長石・石英・雲母を含む 上部・ 0.45下部・ 0.55

35 142 14 表土 曽利回 内外面・ 7.5YR7/4にぷい賞燈 長石を含む 口縁部.0.5下部・ 0.7

35 143 Y3 明黄褐色土層 曽利則 内外面面・・ 7755YYRR44//26灰褐褐 灰色などの砂粒や石英を含む 上部・1.45下部・1.5

35 144 F5 H音黄褐色土層 曽利国 内外面・ 7.5YR6/6燈 長石・石英・雲母を含む 上部・ 0.7下部・ 0.9

35 145 13 表土 曽利回 内外面・ 10YR7/4にぷい黄燈 12、3mm大の細砂を含む 上部・1.1下部・1.1

35 146 J3 表土 曽和urn 内外商・ 10YR7/6明黄褐 長石などを含む 上部・1.1下部・1.2

35 147 G6 暗褐色土層 曽利回 内外面・ 10YR4/6褐 長石・石英を含む 上部・ 0.6下部・ 0.65

35 148 13 表土 曽利E 内面・ 10YR7/4にぷいい黄褐褐
外面・ 7.5YR5/4にぶ

長石・石英・綿砂を含む 上部・ 0.9隆帯部・1.4

35 149 G7 暗褐色土層 曽利III 内面・ 5YR3//26赤暗赤褐褐
外面・ 5YR4/

灰色などの砂粒を含む 上部・ 0.9下部・ 0.8

35 150 13・14 表土 曽利IV 内面・ 510YYRR37//44精に赤ぷ褐い黄燈
外面・ /4 

灰色などの砂粒や石英を含む 上部・ 0.7下部・1.0

35 151 13 表土 曽利IV 外内面面・・ 55YYRR34//46赤暗赤褐褐 細砂・わずかな長石を含む 口唇部・ 0.8陵帯部・1.4

35 152 13 表土 曽利IV? 内外面・ 7.5YR6/6燈 細砂・長石を含む 口縁部・1.15下部・ 0.8

35 153 G6 暗褐色土層・耕作土 曽利IV
内面・ 10YR7/4にぷい黄燈

細砂、長石・石英を含む 口唇部・1.3下部・ 0.8
外面・ 7.5YR5/6明褐

35 154 J3 表土 曽利IV 内外面・ 10YR7/4にぷい黄燈 石英などを含む 上部・ 0.5下部・1.0

35 155 13 覆土層 曽京UIV 内外面・ 7.5YR5/6明褐 細砂・長石を含む 口縁部・ 0.9下部・1.1

35 156 14 曽利IV? 外内面面・・ 710、5YYRR74/4/4に褐ぷい黄燈 長石や2mm位の砂粒などを含む 上部・ 0.8下部・ 0.65

35 157 13 表土 曽利IVワ 外内面面・・ 710.Y5YRR6/44/6に褐よい黄燈 細砂・長石を含む 隆帯部・1.1下部・1.1

35 158 14 表土 曽刑UIV 内外面・ 5YR5/6明赤褐 長石や雲母を含む 上部・1.15下部・1.0

35 159 14 曽利IV 外内面面・ 7.5YR7/4暗明褐褐
.7.5YR5/6 

長石や石英を含む 上部・1.1下部・ 0.9

35 160 13 表土 曽利IV 外内面面・・ 710.Y5YRR74/4/6に褐ぷい黄燈 石英・雲母を含む 上部・ 0.75下部・ 0.7

35 161 14 表土 曽利IV 内面・ 75Y.5RY4R/66/赤6燈褐
外商・

長石や雲母を含む 上部・ 0.55下部・ 0.6

35 162 14 表土 曽利W 外内面面・ 75Y5RY4R/63/に4にぶい燈
J<い赤褐

長石や雲母を含む 上部・ 0.55下部・ 0.55

36 163 G6 日昔褐色土層 曽利W 内外面・ 5YR4/6赤褐 石英を多く含む。雲母を含む 上部・ 0.85下部・1.45

36 164 G6 暗褐色土層・耕作土 曽利IV |康表・・ 1100YYRR76//64明に黄ぷ褐い黄燈 石英を多く含む 上部・1.0下部・1.0
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第3章寺島大谷遺跡・寺島大谷古墳

寺鳥大谷遺跡出土縄文土器観察表 (4)

図番
挿図

グワッド 層位・遺構 型式 色調 胎土 器厚(cm)
番号

36 165 G5 耕作土 曽利W 内外面・ 10YR7/4にぷい黄燈 長石・石英を含む 上部・ 0.9下部・ 0.7

36 166 G5 時褐色土層 曽利W 内外面・ 7.5YR6/4によい燈色 灰色の砂粒や石英を含む 上部・ 0.95下部・1.0

36 167 14 表土 曽利W 内外面・ 5YR5/6明赤褐 長石を含む 上部・ 0.7下部・ 0.6

36 168 13 表土 曽利IV 外内面面・・ 7105YYRR76//46に燈ぷい黄燈 細砂・長石を含む 上部・1.1下部・1.1

36 169 14 表土 曽利IV 外内面国・・ 510YYRR4/74/4ににぷぷいい赤黄褐燈 細砂・長石を含む 隆帯部・1.1下部・ 0.9

36 170 G6 H音褐色土層・耕作土 曽利IV 内外面・ 10YR7/4にぷい黄燈 細砂、長石を含む 上部・ 0.7下部・1.1

36 171 14 表土 曽利IV 内面面・ 7.55YYRR46//62灰燈褐
外・ 7. 長石・石英・雲母を含む 上部・1.1下部・ 0.95

36 172 14 表土 曽利W 内外国・ 7.5YR5/6明褐 長石・雲母などを含む 上部・1.1下部・ 0.7

36 173 G6 暗褐色土層・耕作土 曽利IV 内外面・ 5YR4/4にぷい赤褐 細砂、長石を含む 上部・ 0.8下部・1.1

36 174 G6 暗褐色土層 曽荊UIV 内外面・ 10YR7/4にぷい黄燈 細砂、長石を含む 隆帯・1.3

36 175 14 表土 曽fUIV 外内面面 ・lOYR7/4にぷい黄燈
• 7. 5YR4/6褐 長石・石英を含む 上部.0.65下部・ 0.7

36 176 G6 暗褐色土層 曽利V 内外面・ 7.5YR4/4褐 長石・石英を含む 上部・1.15下部・1.0

36 177 G6 暗褐色土層 親那匝系式加土曽器利・E伊4 内面・ 10Y5YRR74/3/3に褐ぷい黄燈
外面・ 7 長石・石英を含む 上部・ 0.75下部・ 0.6

36 178 14 表土 加曽荊UE2 内外商・ 10YR7/4にぷい黄燈 長石・石英を含む 上部・ 0.95下部・ 0.85

36 179 G6 暗褐色土層・耕作土 加曽利E2 内面・ 75Y5RY4R/36/明3赤暗褐褐
外面・

6mmの小傑や石英や雲母を含む 上部・ 0.75下部・ 0.85

36 180 14 表土 ho曽手リE3 内面・ 75Y.5RY3R/43/暗6褐赤褐
外面・

長石や石英を含む 上部・ 0.6下部・ 0.5

36 181 G6 暗褐色土層 加曽利3? 内外面・ 2.5Y浅黄色 白色粒子を含む 口縁部・ 0.9下部・1.2

36 182 14 表土 力日曽利E3 内外面・ 5YR5/6明赤褐 長石などを含む 口縁部・ 0.7下部・ 0.5

36 183 14 表土 加曽利E3 内外面・ 7.5YR6/6燈 長石や灰色などの砂粒を含む 口縁部・ 0.6下部・ 0.95

36 184 14 表土 加曽利E3 内外商・ 7.5YR6/6燈 長石や灰色などの砂粒を含む 口縁部・ 0.55下部・ 0.8

36 185 G6 耕作土 加曽利E3 内外面・ 10YR6/4によい黄燈 3mmの小磯や石英・雲母を含む 口縁部・ 0.9下部・1.15

36 186 14 表土 加曽利E3 内外面・ 10YR7/4にぷい黄燈 長石や雲母などを含む 口縁部・1.55下部・1.0

36 187 H5 精褐色土層 方日曽軍UE3 内外面・ 10、YR7/3にぷい黄媛 2mm大の細砂を含み長石を含む 上部・1.0下部・1.0

36 188 J3 暗褐色土層 加曽荊UE3 内外面・ 7.5YR6/6燈 6mm小磯や白色粒子を含む 上部・1.0下部・ 0.55

36 189 13 表土 加曽利E3 内面・ 5YR3/4暗赤褐
細砂・長石をわずかに含む 上部・1.0下部・ 0.9

外面・ 5YR4/4にぷい赤褐

36 190 14 表土 方日曽手リE3 内外面・ 7.5YR5/6明褐 長石や雲母を含む 上部・ 0.9下部・ 0.75

36 191 G6 暗褐色土層 方自曽利E3 内外面・ 10YR7/4にぷい黄燈 石英を含む 上部・ 0.9下部・1.0

36 192 G6 暗褐色土層・耕作土 加曽利E3~E4 内外面・ 10YR7/4にぷい黄燈 長石・石英を含む 上部・1.2下部・ 0.95

36 193 14 表土 加曽利E3かE4 内面・ 10YR7/4にぷい赤賞褐燈
外面・ 5YR5/4にぷい

長石・石英・雲母を含む 口縁部・ 0.7下部・ 0.95

36 194 G6 暗褐色土層・耕作土 加曽利E3~E4 内外面・ 10YR7/4にぷい黄燈 灰色などの砂粒や石英を含む 上部・1.2下部・1.0

36 195 G4 時黄褐色土層 加曽車UE3~E4 内面・ 2.55YYRR5U/64褐明赤褐
外商・ 7. 4mm位の小磯や石英などを含む 上部・ 0.95下部・ 0.95

36 196 G4 暗黄褐色土層 加曽利E3~E4 内外面・ 10YR6/4にぷい黄燈 長石などを含む 上部・1.05下部・1.0

36 197 E7 暗黄褐色土層 加曽利E3~E4 内面・ 5YR5/6明赤褐
長石などを含む 上部・1.15下部・1.15

外面・ 7.5YR5/6にぶい褐

36 198 G4 自音黄褐色土層 加曽利E3~E4 内外面・ 5YR4/4にぷい赤褐 長石・石英を含む 上部・1.0下部・ 0.95

37 199 C7 精黄褐色土層・暗褐色土 加曽利E3~E4 内外商・ 7.5YR5/4にぷい褐 3~7mmの小磯や、長石などを含む
口縁部.0.85下部・1.15
口径 (28.0) 

37 200 C7 精賞褐色土層 加曽利E3~E4 外内面面・・ 710Y5YRR65/4/6に明ぶ褐い黄燈 2~3mmの小磯含やむ、雲母や長石を 上部・1.25下部・1.3

37 201 D6 明黄褐色土層 加曽利E3~E4 外内面商・・ 710Y5YRR64/6/6明褐黄褐 灰色や燈色などの砂粒を含む 上部・ 0.65下部・ 0.85

37 202 J3 表土 加曽利E4 内外商・ 10YR7/4にぷい黄燈 3mmの小磯や長石を含む 上部・ 0.6下部・ 0.6

37 203 F5 表土 加曽利E4 内外面・lOYR6/4にぷい黄燈 長石・石英・雲母を含む 口縁部・ 0.65下部・1.15

37 204 G4 表土 方日曽軍司E4 外内面面・・ 75百5Y5R/56/明4赤に褐ぷい褐 4mm位の小磯や灰色の砂粒や長石
口縁部・ 0.65下部・1.0

を合む

37 205 G4 暗黄褐色土層 加曽利E4 内外面・ 5YR5/8明赤褐 6mm伎の小磯や長石を含む 口縁部・ 0.85下部・ 0.6

37 206 G4 表土 加曽利E4 内面・ 7.5YR5/6明赤褐 4mm伎の小傑や長石を含む 口縁部・ 0.7下部・ 0.65

37 207 C7 暗褐色土層 加曽利E4 外内面面・・ 75Y5RY3R/43/暗6褐赤褐 長石・石英を含む 口縁部・ 0.7下部・1.2

37 208 G6 暗褐色土層 方自曽利E4 内外面・ 2.5Y8/4淡黄色 長石・石英を含む 口縁部・1.0下部・ 0.9

37 209 廃土処理層 加曽和UE4 内面・ 755YYRR76//46燈にぷい燈
外面・ 7.

2~3mmの小磯や長石を含む 口縁部・ 0.9下部・ 0.7

37 210 G4 暗黄褐色土層 加曽利E4 内外面・ 10YR5/6黄褐 長穏や5mmの小磯を含む 口縁部・1.05下部・ 0.5

37 211 E7 暗黄褐色土層 方日替市UE4 内外面・ 7.5YR7/4にぷい燈 長石などを含む 口縁部・ 0.65下部・1.15

37 212 G4 暗賞褐色土層 力日曽平日E4 外内面面・ 10YR5/3にぷ黄褐い黄褐
• 10YR7/6明 長石や灰色などの砂粒を含む 口縁部・1.3下部・1.15

37 213 G6 階褐色土層・耕作土 加曽利E4 内外面・ 7.5YR4/3褐 長石・石英を含む 口縁部・ 0.6下部・ 0.7
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第3節寺島大谷遺跡の調査成果

寺島大谷遺跡出土縄文土器観察表 (5)

図番 挿番号図 グリッド 膚位・遺構 型式 色調 胎土 器厚<cml

37 214 G5 暗黄褐色土層 加曽利E4 内面・ 10YR7/6明黄褐
長石・石英・雲母を含む 口縁部.0.65下部・ 0.8

外面・ 2.5YR4/4にぷい赤褐

37 215 E7 時黄褐色土j層 加曽利E4 内面・ 7.5YR7/4にぷい黄燈褐
外面・ 10YR7/4にぷい

長石や灰色などの砂粒を含む 上部・1.35下部・1.3

37 216 G4 表土 加曽荊UE4 内外面・ 5YR6/6燈 長石などを含む 口縁部・ 0.85下部・ 0.65

37 217 H3 表土 力日曽利E4? 内外面・ 10YR7/4によい黄燈 石英を多く含む 上部・1.05下部・1.1

37 218 F5 表土 加曽利E4 内外面・ 5YR4/6赤褐 灰色の砂粒や石英を含む 上部・1.2下部・1.15

38 219 C7 暗黄褐色土層 加曽利E4 内面・ 75Y5RY4R/58/赤6褐明褐
外面・

長石・石英を含む 上部・1.15下部・1.75 

38 220 C7 暗黄褐色土層 加曽利E4 内外面・ 5YR4/8赤褐 長石・石英を含む 上部・1.4下部・ 0.95

38 221 G6 暗褐色土層 方自曽軍UE4 内外面・ 7.5YR7/4にぷい燈 灰色や燈色の砂粒や石英を含む 上部・ 0.95下部・1.0

38 222 E6 明黄褐色土層 ha曽利E4 内外面・ 5YR4/6赤褐 2-4mmの小磯や白色粒子を含tf 上部・1.05下部・ 0.95

38 223 G4 表土 加曽'l'UE4 内外面・ 7.5YR5/6明褐 長石などを含む 上部・ 0.8下部・ 0.75

I 38 224 G6 暗褐色土層 加曽利E4 内面・ 57Y.5RY4R/38赤/4褐暗褐
外面・

石英を含む 上部・ 0.5下部・ 0.5

38 225 D7 暗黄褐色土層 方日曽幸UE4 内面・ 2.5YR5/6明赤い褐赤褐
外面・ 5YR5/4にぷ

長石・石英を含む 上部・1.0下部・ 0.9

38 226 D6 暗黄褐色土層 加曽手リE4 内外面・ 10YR6/4にぷい貧燈 長石・石英を含む 上部・ 0.9下部・ 0.95

38 227 G4 暗賞褐色土層 加曽利E4 内外面・lOYR7/4にぷい黄燈 灰色の砂粒や長石を含む 上部・1.15下部・1.35 

38 228 G4 時黄褐色土層 加曽和UE4 外内面面・・ 77.55YYRR45//66明褐褐 3mm位の小磯や含長む石や雲母などを 上部・1.1下部・1.1

38 229 G6 時褐色土層・耕作土 加曽利E4 内外面・ 10YR7/4にぶい黄燈 長石・石英を含む 上部・1.0下部・ 0.95

38 230 G6 碕褐色土層・耕作土 加曽利E3 内外国・ 10YR7/4にぷい黄燈 細砂を含む 上部・1.4下部・1.6

38 231 C7 暗黄褐色土層 加曽利E4 内面・ 755百YR54//84褐明褐
外面・ 7. 長石・石英を含む 上部・1.1下部・ 0.85

38 232 G6 暗褐色土層 不明 内外面・ 7.5YR5/6明褐 4mmのd磯や石英を含む 口縁部・ 0.4下部・ 0.4

38 233 G4 暗黄褐色土層 不明 内面・ 155YYRR45//64明褐褐
外面・ 7. 長石を含む 口縁部・ 0.9下部・ 0.65

38 234 G6 暗褐色土層 不明 外内面面・ 10YR7/64明に褐ぷい黄燈
.5YR5/6 白色粒子を含む 口縁部・ 0.5下部・ 0.65

38 235 G6 暗褐色土層 不明 内外面・ 7.5YR5/6明褐 長石・石英を含む 口縁部・ 0.95下部・ 0.55

38 236 14 表土 不明 内外面・ 10YR7/4にぷい黄燈 長石や雲母を含む 口縁部・ 0.7下部・ 0.6

38 237 J3 不明 外内面面・・ 710.Y5YRR75//44ににぷぷいい黄褐燈 白色粒子を含む 口縁部・ 0.6下部・ 0.6

38 238 J3 明黄褐色土層 不明 内外面・ 5YR4/6赤褐 白色粒子・石英を含む 上部・ 0.6下部・ 0.85

38 239 G6 農道 不明
内面・ 7.5YR5/4によい褐燈
外面・ 7.5YR7/4にぷい

3mmの小磯や長石や雲母を含む 上部・ 0.55下部・ 0.95

38 240 14 表土 不明 内外商・ 5YR5/6明赤褐 長石・石英を含む 上部・ 0.8下部・ 0.55

38 241 G4 精黄褐色土層 不明 内面・ 7.55YYRR74//66燈褐
外面・ 7. 長石・石英を含む 上部.0.55下部・ 0.65

38 242 D6 精褐色土層 不明 内面・ IOYR7/4にぶいい黄黄燈
外面・ 2.5YR6/3にぶ

2-4mmの小磯や白色粒子を含む 口縁部・1.0下部・ 0.9

38 243 G7 地山直上 不明
内面・ 7.5YR4/6褐

石英・雲母を含む 上部・ 0.95下部・ 0.8
外面・ 10YR7/4にぷい黄燈

38 244 E7 暗黄褐色土層 不明 内面・ 7.5YR7/4にぷ赤い燈褐
外面・ 5YR4/4によい

長石・石英を含む 上部・ 0.4下部・ 0.45

38 245 G4 表土 不明 外内面面 ・7.5YR5/6明褐
.10YR7/3にぷい黄燈

長石・石英・雲母を含む 上部・1.0下部・1.3

38 246 14 表土 不明 外内面面・・ 7255YYRR55//68明明褐赤褐 長石や燈色の砂粒を含む 上部・ 0.65下部・ 0.65

38 247 13 表土 不明 内外面・ 10YR7/4にぷい黄燈 細砂・長石を含む 上部・1.0下部・ 0.6

38 248 G6 暗褐色土層・耕作土 不明 外内面面・ 5YR43//42赤暗赤褐褐
.5YR 細砂、長石を含む 上部・ 0.7下部・ 0.7

38 249 日5 耕作土 不明 内外面・ 10YR7/4にぶい黄燈
3mm大の細砂とわずかに長石を含

上部・ 0.8下部・ 0.8む

38 250 D6 時褐色土層 不明 内外面・ 5YR5/6明赤褐 長石・石英を含む 上部・ 0.8下部・ 0.7

38 251 G4 暗賞褐色土層 不明 内外面・ 5YR4/6赤褐 2-4mm位の小磯や長石を含む 上部・ 0.8下部・ 0.9

38 252 14 表土 不明 外内面商・・ 25Y5RY5R/56/明6赤明赤褐褐 長石・石英を含む 上部・ 0.5下部・ 0.5

38 253 14 表土 不明 内面・ 7.55YYRR46//46褐にぷい燈
外面・ 7. 長石を含む 上部・ 0.8下部.0.75 

38 254 J3 暗褐色土層 不明 内外商・ 5YR5/6明赤褐 長石などを含む 上部・ 0.9下部・ 0.9

38 255 Y3 暗黄褐色土層 不明 内外面・ 5YR4/4によい赤褐 長石・石英・雲母を含む 口縁部・1.35下部・1.0

38 256 C7 暗黄褐色土層 不明 内外面・ 5YR4/6赤褐 石英を多く含む 口縁部・ 2.1下部・1.3

38 257 ‘13 表土 不明 内外面・ 7.5YR4/3褐 細砂と長石を多く含む 口唇昔日・1.1下部・1.1

38 258 G4 表土 不明 内面・ 55YYRR45//66赤明褐赤
外面・ 褐

8mmの小磯や長石や雲母を含む 口縁部・ 0.9下部・ 0.9

38 259 G6 耕作土 不明 内面・ 7OY5YRR65//46に明ぷ褐し
外面・ 1 、黄燈 灰色の砂粒や長石・石英を含む 口縁部・ 0.65下部・1.2

38 260 14 表土 不明
内面・ 10YR7/4にぷい賞燈

長石などを含む 上部・1.05下部・1.2
外面・ 7.5YR5/6明褐

38 261 C7 暗黄褐色土層 不明 内外面・ 10YR7/6明黄褐 5mm位の小磯や、白色粒子を含む 上部・ 0.95下部・1.15 

38 262 G6 耕作土 不明 内外面・ 7.5YR5/4にぷい褐 長石を含む 上部・ 0.65下部・ 0.85
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第3章寺島大谷遺跡・寺島大谷古墳

寺島大谷遺跡出土縄文土器観察表 (6)

図番
挿図 グリッド 層住・遺構 型式 色調 胎土 器厚(cm)
番号

38 263 D6 暗黄褐色土層 不明 内外面・ 10YR6/4にぷい黄燈 白色粒子を多く含む 口縁部・1.15下部・1.55

38 264 14 表土 不明 内外面・ 7.5YR5/6明褐 長石や雲母を含む 口縁部・ 0.85下部・ 0.65

38 265 G6 精褐色土層・耕作土 不明 内外面・ 10YR7/3にぷい黄燈 細砂、長石を含む 口唇部1.2下部・ 0.8

38 266 J3 表土 不明 外内面面・・ 710.Y5YRR6/56/8明明黄褐褐
4mm位の小磯や灰色などの砂粒を

口縁部・ 0.8下部・1.0
含む

39 267 14 表土 不明 外内面面・・ 5lYOYRR4/7/64赤に褐ぷい黄燈 長石や雲母を含む 口縁部・1.25下部・1.0

39 268 G5 暗黄褐色土層 不明 内外面・ 5YR5/8明赤褐 長石・石英を含む 口縁部・ 0.85下部・ 0.8

39 269 J3 不明 外内面箇・・ 7755YYRR64//42灰に褐ぷい燈 長石・雲母を含む 口縁部・ 0.6下部・1.0

39 270 13 表土 不明 外内面面・・ 7lO.Y5YRR7/36/4明暗黄褐褐 細砂を含む 上部・ 0.9下部・ 0.9

39 271 G7 耕作土 不明 外内面面 ・5YR3/4精赤褐
• 10YR7/4にぷい黄燈

石英を多く含む 上部・1.0下部・1.1

39 272 G6 日音褐色土層 不明 内外商・ 2.5YR7/3浅黄 4-5mmの小磯や石英を含む 上部・ 0.85下部・ 0.9

39 273 G4 暗賞褐色土層 不明 内外面・ 10YR7/4にぷい黄燈
3mm位の小磯や灰色・黒色の砂粒

上部・1.0下部・ 0.85
を含む

39 274 G6 暗褐色土層・耕作土 不明 内外面・ 10YR7/4にぷい黄燈 細砂を含む 上部・1.4下部・1.4

39 275 C7 暗糞褐色土層 不明 内外面・ 10YR7/6明黄褐 2-3mmの小磯や、石英を含む 上部・1.35下部・1.15

39 276 13 表土 不明 内面・ 755YYRR45//64褐明褐
外面・ 7.

縮砂・長石を多く含む 上部・1.1下部・ 0.8

39 277 14 表土 不明 内外面・ 10YR7/4にぷい賞燈 長石・石英を含む 上部・1.0下部・1.05 

39 278 G4 時黄褐色土層 不明 外内面面 ・10YR7/4にぷい黄燈
• 7.5YR5/4にぶい褐

長石などを含む 上部・ 0.8下部・ 0.7

39 279 C7 暗黄褐色土層 不明 内外面・ 7.5YR6/6燈 2-6mmの小磯を含む 上部・1.5下部・1.65 

39 280 G6 耕作土 不明 内外面・ 5YR5/8明赤褐 5mm位の小燦や、長石などを含む 上部・ 2.35下部・1.65 

39 281 D7 精黄褐色土層 不明 内外面面・ 2.5YR5/6明赤褐赤褐
• 5YR5/4にJ品、 長石・石英を含む 上部・1.05下部・1.0

39 282 D6 暗賞褐色土層 不明 外内面面5・Y5RY3R/46/暗6赤赤褐褐
石英を多く含む。 5m叩の小磯を含

上部・1.1下部・1.2
む

39 283 G6 耕作土 不明 内外面・ 10YR7/4にぷい黄燈 細砂を多く含む 上部・ 0.8底部・1.2

39 284 J3 明黄褐色土層 不明 内外面・ 10YR7/4によい黄燈
2-7mm位の小磯や灰色などの砂

上部・ 0.35底部・ 0.8
粒を含む

39 285 14 表土 不明 内外商・ 2.5YR4/6赤褐 長石などを含む 上部・1.0下部・ 0.55

39 286 J3 不明
内面・ 7.5YR5/4にぷい褐 6mmの小擦や灰色などの砂粒を含

上部・ 0.8下部・1.05 
外面・ 7.5YR5/6明褐 む

39 287 D6 暗褐色土層 不明 内外面・ 7.5YR5/6明褐 2-5mmの小磯や石英を含む 上部・ 0.85底部・1.0

39 2日8 G6 暗褐色土層 不明 内面・ 75Y5RY4R/46/赤3褐 灰色や燈色などの砂粒や石英を含 上部・1.25底部・1.25 
外面・ 褐 む 底径. (8.6) 

39 289 13 表土 不明 外内面商・・ 510YYRR47//64赤に褐ぷい賞燈 細砂・長石を含む 上部・ 0.6下部・1.4

39 290 G6 耕作土 不明 外内面面・・ 5loYmR43//6赤1黒褐褐 長石・石英を含む 上底部径・ 0.95)底部・1.0
• (7.6 

39 291 J3 表土 不明
内面・ 5YR4/4にぷい赤褐 3-4mmの小磯や長石を含む 上部・ 0.65 底部・ 0.9
外面・ 2.5YR4/6赤褐

39 292 G6 暗褐色土層 不明 内外商・ 10YR7/4にぷい黄燈 長石・石英を含む 上部・1.2 下部・1.0

39 293 G6 暗褐色土層 不明 内面・ 7.5YR5/6明褐赤
外面・ 2.5YR5/6明褐

灰色などの砂粒や石英を含む 上底径部・ 0.85 底部・ 0.95
(9.5) 

39 294 14 表土 不明 内面・ 75Y.5RY4R/76/赤4褐にぷい燈
外面・

長石・石英などを含む 上部・ 0.8 底部・1.0

39 295 G6 耕作土 不明 外内面面・・ 75Y5RY3R/3G/H音2黒赤褐褐 長石・石英・雲母を含む 底上部径 ・1.2 底部・1.0
(10.6) 

39 296 D6 暗褐色土層 不明 内面・ 75FR1f4R/48N赤褐褐 灰色や燈色などの砂粒や石英を含
上部・1.05 底部・1.25 

外面・ 5YR4/8 む

39 297 G6 暗褐色土層 不明 内外面・ 7.5YR5/4にぶい褐
4-5mmの小磯や灰色などの砂粒 上部・ 0.75 底部・1.3

を含む 底径 (10.2) 

39 298 G6 暗褐色土層 不明 内外面・ 5YR4/6赤褐
5mm位の小磯や長石・石英などを 底上部径 ・1.2 底部・ 2.1

合む • 8.8 

39 299 G6 耕作土 不明 内外商・ 10YR7/4によい黄燈
白色・灰色などの砂粒や石英を含 上部・1.75 底部・1.45

む 底径 (7.7) 

39 300 表採 不明 内外面・ 5YR5/6明赤褐 灰色などの砂粒を含む 上底部径 ・1.35 底部・1.35 
(9.1) 

39 301 G6 時褐色土層 不明 外内面商 ・5YR6/2灰褐
• 2. 5YR5/6明褐

石英を含む 上部・ 0.9 下部・ 0.9

39 302 G6 耕作土 不明 内外面・ 5刊 5/6明赤褐 灰色などの砂粒や石英を含む 上部・1.1下部・1.9

39 303 G6 自音褐色土j層 不明 内外面・ 7.5YR4/2灰褐 燈色の砂粒や、長石・石英を含む 上部・1.25 下部・ 0.85
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第3節寺島大谷遺跡の調査成果

第 7表 寺島大谷遺跡出土弥生~古墳時代土器観察表(1 ) 

関 挿図
器種 グリッド 遺構 膚位 色調 胎土 残存率 (口m径) 底(α径n) (器cm高) 番号 番号

41 304 高亦 H4/5 SHOl 床直 明赤褐5YR5/6 密灰色の砂粒権色の粒子含有 約30% (6.1) 

41 305 査 H4/5 SH02壁構
覆土層 極2.5YR6/6 密灰色の小磯援色粒子含有 口縁部約15% (12.0) (2.9) SD01 

41 306 査 SH01 燈5YR6/6 密 径3胴以下の灰白色灰色の砂粒含有 破片

41 307 重量 SH01 明賞褐色10YR6/6 密含有径0.5胴以下の白と灰色の微粒子 底部約25% (8.4) (2.7) 

41 308 壷 SHOl にJ<い燈7.5YR7/4 密 径3mrn以下の褐色灰色の砂粒含有 底部約20% (6.4) (2.5) 

41 309 台付議
SH01 

覆土層 援7.5YR7/6 密粒含燈有色粒子小豆色粒子長石砂 口縁部約8% (18.4) (6.8) SP02 

43 311 壷 SH03 樫7.5YR6/6 密色の砂径粒3醐含以有下の茶褐色・灰色・灰白 口縁部約15% (8.8) (4.2) 

43 312 壷 SH03 によい黄褐色10YR5/4密径5mrn台の礁3醐台の長石と縮砂含有 底部約50% (6.4) (2.2) 

43 313 蜜 SH03 燈5YR6/6 密径2mrn以下の褐色灰色の砂粒含有 底部100% 4.4 (2.1) 

43 314 台付蜜 H5 SH03 
覆土層 燈7.5YR7/6 密灰色の砂粒燈色粒子含有 口肩縁部部約約255%% (9.9) SP37 

43 315 台付婆 H5 SH03 覆土層 櫨5YR7/6 密小磯多数含有炭化物付着 台部100% 10.3 (6.6) 

43 316 台付護 SH03 横7.5YR7/6 密褐色径の7小阻磯以と下粒の子燈含色有と径2mrn以下の茶 台部約25% (8.6) (5.4) 

46 323 ヒサゴ壷 H4 SH06 
覆土層 にぷい黄櫨10YR7/3 密 白 色 灰 色 の 砂 粒 含 有 口縁部約50% (6.2) (6.4) SP83 

48 324 台付費 J3 SH07 樟7.5Y7/6 密援色粒子砂粒小磯含有 口縁-!岡部上半約25% (16.5) (6.8) 

48 325 台付霊童 J2 SH07 覆土層(床面) にぶい燈7.5YR7/4 密小磯少量燈色粒子長石含有 ほぽ完形口縁部20% 18.2 (10.3) 26.1 

48 326 台付蜜 J2 SH07 
覆土層 櫨7.5YR7/6 密 台部約25% (7.2) (8.0) SP133 

48 327 台付費 J3 SH07 燈5YR7/6 密澄色粒子小喋含有 接合部100% (4.0) 

48 328 台付費 SH07 赤褐色2.5YR4/6 密以下径の灰3mm色以粒下子の含灰有白色の砂粒と径1mm 接合部100% (2.5) 

48 329 壷 SH07 にぷい黄援10YR7/4 密 径3皿以下の灰色の砂粒を含有 底部100% 4.0 (2.2) 

48 330 開脚高杯 J2 SH07 覆土層 にぶい黄擾10YR7/4 密灰色の砂粒含有 郎部100% (8.7) (4.6) 

50 332 牽 SH08 
覆土層 にJ<い賞援10YR7/3 密 白 色 灰 色 の 砂 粒 含 有 ロ縁部約15% (18.4) (1.1) SP139 

50 333 台付窓
SH08 

澄7.5YR7/6 砂密粒径含5有mm以下の茶褐色・灰色の小磯・ 接合部約60% (2.4) SP139 

51 335 査置 K2 SH09 覆土層 にぷい澄7.5YR6/4 密灰色の砂粒含有 頚部~肩部約80% (8.5) 

51 336 台付蜜 K2 SH09 覆土層 にぷい糞権10YR7/4 密 小 磯 燈 色 粒 子 小 豆 色 粒 子 含 有 口縁~胴部上半約8% (18.2) (9.4) 

51 337 台付費 K2 SH09 
溝覆北土西層の端 燈7.5YR6/6 密炭化物の付着 接合部100% (3.5) SD03 

51 338 台付饗 SH09 明赤褐色5YR5/6 密径3醐以下の灰白色灰色の砂粒含有 接合部約50% (3.3) 

51 339 台付護 SH09 にぷい黄棲10YR6/4 密径l醐以下の灰色粒子含有 破片

52 341 台付蜜 SH13 燈7.5YR7/6 密白色粒径子5阻含ほ有どの灰白色と灰色の磯と 台部約40% (4.3) 

53 342 壷 C7 SK160 暗褐色土層 にぷい黄権10YR6/4 密褐色の小磯砂粒灰色の砂粒含有 頚部~肩部約2日% (4.6) 

53 343 壷 C7 SK160 晴褐色土層 権5YR6/6 密 白 色 灰 色 の 砂 粒 含 有 破片

53 344 台付蜜 SK160 灰褐色5YR4/2 密径1mm以下の灰色の粒子含有 破片

53 345 台付楚 SK160 燈5YR6/6 密色の砂径粒3mlをn以含下有の灰色・茶掲色・灰白 破片

53 346 盤 C7 SK160 覆土層 燈7.5YR7/6 密 完形 20.3 2.9 

54 347 壷 SK165 にぷい赤褐色5YR4/3 密赤褐径色8の剛砂の粒灰含白有色の小磯と3棚以下の 底部約15% (8.4) (3.7) 

54 348 台付重量 D6 SK165 覆土層 にぷい黄褐色10YR5/4密砂粒含有 破片

54 349 台付蜜 SK165 機7.5YR6/6 密径1醐以下の灰色粒子含有 破片

54 350 台付嚢 SK165 樟5YR6/6 密径3mrn以下の灰白色灰色の砂粒含有 破片

54 351 台付重量 D6 SK165 明赤褐色7.5YR5/6 密 径2mm以下の灰白色灰色の砂粒含有 口縁部約20% (15.8) (3.3) 

54 352 台付護 D6 SK165 覆土層 明赤褐5YR5/6 密小磯多数含有 口縁~頚部約20% (19. 1) (6.8) 

54 353 台付蜜 SK165 後7.5YR7/6 密 径3醐以下の灰白色白色の砂粒含有 接合部約25% (6.6) 

54 354 台{寸懇 D6 SK165 覆土層 後5YR6/6 密黒雲母石英小磯含有 接合部100% (3.8) 

55 355 台付費 12 SP32 覆土層 にぷい援7.5YR6/4 密径3醐以下の灰色茶褐色の小磯含有 台昔日約75% (8.6) 

55 356 壷 SP49 明赤褐色5YR5/6 密径5mm以下の黒色灰色の小磯含有 底部100% 4.4 (3.0) 

56 358 議 D6 精黄褐色土層 賞褐色10YR5/6 密 霞 径2皿の茶灰色の砂粒含有 口縁部約15% (15.0) (4.4) 

56 359 笠世区 F6 暗黄褐色土層 によい黄燈10YR7/4 密砂粒茶多数含灰有 の径2mm前後の 口縁部約25% (22.0) (4.5) 

56 360 壷 D6 明黄褐色土層 樫7.5YR7/6 密数含有直径2醐前後の茶 灰色の砂粒多 口縁部約25% (20.4) (8.0) 

56 361 壷 D7 暗黄褐色土層 擾5YR6/8 密白の砂直粒径含4m有mの茶色小磯 径2mmの灰 口縁部約25% (24.0) (1. 9) 

56 362 壷 C7 暗黄褐色土層 明黄褐10YR7/6 密砂粒黒雲母長石燈色粒子含有 口縁部~頚部約20% (16.7) (5.3) 

56 363 壷 D6 明黄褐色土層 樟5YR6/8 密授色粒子白色の砂粒含有 口縁部約20% (19.4) (3.8) 

56 364 査 F6 暗黄褐色土層 燈7.5YR6/8 密茶灰の直径2-4醐の砂粒多数含有 口縁部約20% (22.0) (6.0) 

56 365 壷 D6 培黄褐色土層 にJ<い擾7.5YR7/6 E密p~立茶多数含白脊灰 の径2mm前後の 口縁部約25% (20.8) (4.6) 
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第3章寺島大谷遺跡・寺島大谷古墳

寺島大谷遺跡出土弥生~古墳時代土器観察表 (2)

図
挿番号図 器種 グリッF 遺構 層位 色調 胎土 残存率 口(叩径) 底(叩径) (器cm高) 番号

56 366 壷 D6 明黄褐色土層 権2.5YR6j8 密 小 磯 樺 色 粒 子 砂 粒 含 有 口縁部~頭部完形 15.1 (6.1) 

56 367 査 D6 暗賞褐色土層 澄5YR7j8 密小傑多数燈色粒子含有 ロ頚縁部部約約55%0% 15.7 (8.9) 

56 368 壷 F5 暗黄褐色土層 燈7.5YR7j6 密砂粒茶多数含白有灰 の径2mm前後の 口縁部約25% (17.4) (6.9) 

56 369 壷 D6 明黄褐色土層 擾5YR7j6 密小磯多数慶色粒子含有 口縁部~頚部約30% (12.2) (10.8) 

56 370 査 D6jC7 明暗黄賞褐褐色色土土層層 I畳7.5YR7 j6 密砂粒多数燈色粒子 口頚縁部部約約53%0% 14.4 (10.9) 

56 371 壷 E5 精黄褐色土層 明黄褐10YR6j6 密直径掻2m.色前粒後子の灰色砂粒含有 口縁部約20% (10.6) (5.9) 

57 372 壷 D6 暗黄褐色土層 赤燈10R6j8 密燈色粒子砂粒含有 破片

57 373 壷 C6 明賞褐色土層 明赤褐2.5YR5j8 密小磯含有 破片

57 374 査 H6 暗褐色土層 にぷい黄樫10YR7j4 密灰色の砂粒含有 頚部~肩部約25% (6.5) 

57 375 査 E5jE7 暗黄褐色土層 にぷい黄櫨10YR6j4 密権色粒子灰色白色の砂粒含有 底部~体部約20% (11. 5) (18.5) 

C6 官霊 密 色径5の.m砂以粒下含の有褐色の小型軽径3醐以下 震部鞠酬部約制約1ω0 57 376 査 D6 掻7.5YR6j6 (5.3) (11. 4) 
C7 の灰 25% 

57 377 壷 E5 暗黄褐色土層 浅黄櫨7.5YR8j6 密灰色の砂粒含有 底部100%体部約30% 8.2 6.8 

57 378 壷 D7 暗黄褐色土層 燈5YR7j6 密含有径2醐以下の灰白色と褐色の砂粒 底部約50% (9.2) (3.5) 

57 379 登 D6jD7 明黄褐色土層 明黄褐10YR7j6 密援色粒子樺色灰色の小磯含有 体部中底位部ま10で0%約30% (11. 5) (15.2) 

57 380 重量 E6jD6 明黄褐色土層 燈7.5YR7j6 密と褐色100の程小の喋褐含色有の磯径4醐以下の灰色 底部約50% (6.6) (5.0) 

57 381 壷 Z3 黄褐色土層 明赤褐色5YR5j6 密径6阻以下の長石含有 底部100% 9.6 (3.7) 

57 382 査 C7 時黄褐色土j層 赤褐色2.5YR4j6 密 径2mm以下の黒灰色の砂粒含有 底部約25% (7.6) (2.8) 

57 383 壷 C6 暗黄褐色土層 明赤褐色5YR5j6 密径3醐以下の茶褐色の砂粒含有 底部約40% (8.2) (3.0) 

57 384 壷 D6 暗賞褐色土層 燈7.5YR6j6 密含有径1mm以下の灰白色と褐色の粒子 底部約90% 8.2 (2.1) 

57 385 壷 G4 表土 燈5YR6j6 一一t一!'; 1!E5間以下の褐色の寸噂!u:径含圃以 底部約25% (12.0) (2.5) 

57 386 壷 G4 表土 撞7.5YR7j6 褐色刷機・
底部約25% (11. 6) (2.3) 

57 387 壷 C7 暗黄褐色土層 明赤褐色5YR5j6 -褐色・黒色
底部約50% 9.6 (2.4) 

58 388 高杯 E5jD6 明暗黄賞褐褐色色土土層層 権5YR6j6 密灰白の小磯砂粒含有 口縁部約3~0接%合部 (25.6) (13.2) 

58 389 高坪 12 黄褐色土層 明黄褐10YR7j6 密灰白の砂粒多数含有 脚部約75% (12.6) (8.6) 

58 390 台付議 F4 暗賞褐色土層 黄燈7.5YR7j8 密 長小石磯多含有数 小旦色粒子 砂粒 口縁部約20% (16.4) (5.5) 

58 391 台付費 C6 H音:黄褐色土層 赤褐色5YR4j6 密灰色径の3砂醐粒以含下有の赤褐色 口体縁部部約約2010%% (18.2) (9.5) 

58 392 台付蜜 E6 明黄褐色土層 燈5YR7j6 密小磯多数長石含有 破片

58 393 台付費 C6 暗黄褐色土層 黄燈7.5YR7j8 密小磯援色粒子多数含有 破片

58 394 台付費 D6 黄援7.5YR7j8 密砂粒長石桂色粒子含有 破片

58 394 台付護 D7 暗黄褐色土層 援7.5YR7j6 密小磯多数種色粒子含有 破片

58 395 台付費 C6 暗黄褐色土層 樟7.5YR7j6 密砂粒槍色粒子含有 破片

58 396 台付費 D6 にぷい黄櫨10YR7j4 密小喋多数種色粒子含有 破片

58 398 台付議 C6 暗貨褐色土層 権7.5YR7j6 密小喋多数燈色粒子含有 破片

58 399 台付費 C6 暗賞褐色土層 浅黄燈7.5YR8j6 密小磯澄色粒子多数含有 破片

58 400 台付蜜 C6 黄褐色粘土層 にぷい黄橿10YR5j4 密 径2m.以下の褐色と灰色の砂粒含有 台部約30% (11. 7) (7.9) 

58 401 台付重量 D7 日昔黄褐色土層 にぷい澄7.5YR7j4 密含有径2m.以下の赤褐色灰色の砂粒を 台部約40% (10.4) (8.1) 

58 402 台付蜜 D6 暗賞褐色土層 明赤褐色5YR5j6 密色粒径子含2冊有以下の白色灰色の砂粒と白 台部約80% (7.9) (5.4) 

58 403 台付費 G4 精黄褐色土層 明赤褐色5YR5j6 密有 径5mm以下の褐色灰色の小磯を含
台部約95% (9.9) (6.7) 

58 404 台付護 G4 暗賞褐色土層 赤褐色5YR4j6 密含有径8醐の灰色の小磯と3mm以下小磯 台部約90% (9.8) 7.2 

58 405 台付費 F6 精賞褐色土層 に~い黄燈10YR6/4 密径l剛以下の白色粒子含有 台昔日約95% 9.7 (8.1) 

58 406 台付護 C6 明黄褐色土層 にぷい賞褐色10YR5/3密径2mm以下の灰色の砂粒含有 台部約40% (7.0) 

58 407 台イ寸護 G4 表土 援7.5YR6/6 密 径2mm以下の灰色と褐色の砂粒含有 接合部約90% (2.4) 

59 408 小型蚕 D6 明黄褐色土層 にぷい黄燈10YR6/4 密燈色粒子灰色白色の砂粒含有 約40% 7.6 9.2 

59 409 台付議 C7 暗黄褐色土層 にぷい黄澄10YR7/4 密褐色白色の微粒子含有 約40% 4.7 (8.0) 5.7 

59 410 亦蓋 C7 覆土層 燈5YR7/8 密 口縁部摘~み体10部0%約10% (19.1) (4.0) 

59 411 須恵器・坪蓋 E2 表土 灰白色5Y7/1 密 白色粒子含有 口縁部約40% (18.0) (2.2) 

59 412 須恵器・坪身 G6 耕作土 (内(面外面)灰)灰白色色75Y56Y/7l/1 密 白 色 粒 子 含 有 口縁部約25% (15.4) 3.2 

59 413 須恵器・碗 IJ/K3 表土 灰色N6/ 密 白色粒子含有 底部約50% (5.6) 1.4 

59 414 須恵器・碗 H5 灰白色7.5Y7/I 密 白 色 粒 子 含 有 底部100% 4.4 1.5 

59 415 灰紬・碗 B3 地山 (内麗面〕)良浅漬25.Y571f/8312(外 密 白色粒子含有黒班状の吹き出しあり 破片
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第4節寺島大谷1号墳の調査成果

第4節寺島大谷 1号墳の調査成果

1圃寺島大番 1号墳周辺の古墳の分布状況

寺島大谷 l号墳が所在する志太地域は、古墳時代には現在の平野部は低謹地あるいはラグーンであっ

たと考えられている。志太地域の集落遺跡はその周囲の微高地やラグーンに流れ込む河川近くの微高地

などに形成されている。一方、古墳は瀬戸川河口近くの焼津市小深田西古墳群や道場田遺跡(古墳群)

以外では、平野の周囲を取り囲む丘陵上に築かれている(第73図)。

志太地域の代表的な古墳は、古墳時代前期から後期まで連続的に小古墳が群集して築造される古墳群

として全国的に著名な藤枝市若王子古墳群や釣瓶落古墳群、同じく古墳時代前期から小規模墳が築造さ

れる藤枝市南新展古墳群や秋合古墳群のほか、藤枝市五州岳古墳・五鬼免古墳、島田市城山古墳・鳥羽

美古墳などである。

また、志太地域は前方後円墳が少ない地域であり、藤枝市荘館山 1・2号墳(後期中葉から後葉)、

開高田観音前 1号墳(後期前半)の 3基しか確認されていない。志太平野を見渡すことができる大井川

西岸の東遠江に当たる島田市中原3号墳(後期前半)や向愛宕塚古墳(後期中葉)を含めても、 5基し

かなく、しかも古墳時代前期・中期に帰属する前方後円墳が確認されていないことも特徴的である。志

太地域の前・中期の古墳は20~30m前後の古墳が最大規模で、ある。また、同規模の古墳が志太地域の主

要河川流域に存在するなど、志太地域には前期から中核的な首長墓が存在せず、中心地域も特定し難い。

志太地域は小首長が複数林立するような状況であったことが窺える。

No 遺跡名 No. 遺跡名

A 仮宿堤ノ坪遺跡 1 高田観音前古墳群

B 宮塚遺跡 2 仮宿沢渡古墳群

C 中ノ合遺跡 3 寺家前古墳群

D 上薮田モミダ遺跡 4 岩下古墳群

E 上薮白川のγ遺跡 5 東浦古墳群・東浦遺跡

F 鳥肉遺跡 6 女池ケ谷古墳群

G 中薮田遺跡 7 時ヶ谷五鬼免1号墳

H 水守遺跡 8 釣瓶落古墳群

I 郡遺跡 9 若王子古墳群

J 秋合遺跡 10 荘館山古墳群

K 蛭ヶ谷遺跡 11 五州岳古墳

L 白砂谷遺跡 12 西之宮古墳群

N 滝川遺跡 13 秋合古墳群

M 稲ヶ谷遺跡 14 南新屋古墳群

0 山王前遺跡 15 岩田山古墳群

P 矢崎遺跡 16 岩城山8号墳

Q 回ノ谷遺跡 17 寺島大谷1号墳

R 小深田遺跡 18 鳥羽美古墳

S 道場回遺跡 19 城山古墳

20 小深臼酋古墳群

第73図 志太地域の主要古墳分布図(古墳時代前期~後期前半)
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第 3章寺島大谷遺跡・寺島大谷古墳

2.古墳の現況(第74図、図版34)

立地寺島大谷 l号墳は、 J

R藤枝駅の北西約 5回、瀬戸川

中流域西岸の丘陵のうち瀬戸川

に向かつて東向きに張り出した

菩提山から南東に向かつて派生

する丘陵の小尾根の最高所、標

高約102m付近に位置する(第

23図参照)。この丘陵の北東約

80m、標高85m付近に 2号墳が

所在する(藤枝市2007)。両古

墳が立地する尾根は、南東に向

かつて流れていた瀬戸川が京塚

山により南西に流れを変え、さ

らに西側に位置する丘陵に遮ら

れて南東に向かつて大きく流れ

を変え、志太平野に向かう場所

に位置する。古墳からは北側に

広がる助宗地区の平地部分を見

渡すことができるとともに、志

太平野に向かつて広がる平地部

も見渡すことができる非常に立

地状況の良い場所に位置する。

(1 : 1.000) 

第74図

古墳時代の交通路については明確で、はないが、現在葉梨川流域の下ノ郷カミら花倉を抜け助宗に至る道

路があり、この道が古くから機能していたとすれば、古墳の位置は瀬戸川を北上するノレートと葉梨JII流

域から北西へ至るルートが合流する地点あたり、交通の要衝であった可能性が高い。ただし、現状では

寺島大谷 1号墳を含む寺島大谷遺跡は縄文時代、弥生時代後期~古墳時代初頭の遺跡であるものの、こ

の遺跡の北側には弥生時代後期~古墳時代前期の様相が明確な遺跡はなく、遺跡聞を結ぶ交通路を考え

る上では古墳時代前期以前の遺跡が確認されていないことは今後の課題となるが、この寺島大谷1号墳

が所在する場所が弥生時代後期には集落として利用されていることから、上記の交通路の想定もあなが

ち間違ってはいないと考える。寺島大谷l号墳は、このノレート上の要衝に位置していた可能性が高い。

現況 古墳が築造された丘陵の南東側(南斜面)の等高線は直線的であり、かっ標高98mより低い標

高から101m付近までほぼ等間隅であるため、 101m付近までが崩落した地形であると考えることができ

る。したがって、南側は大きく自然崩落しており、古墳築造当初の旧状を留めていないと判断する。

なお、寺島大谷 1号墳は、第二東名高速道路建設に伴う確認調査や踏査で2号墳とともに新たに確認

された古墳であり、調査前は茶畑として利用されていた。

3.墳丘(第75"'79図、図版35・36)

墳丘・周溝の構造南側斜面は斜面の崩落により旧状を逸している(第75図)。周溝は墳丘北西側の

み掘削されており、それ以外は尾根の先端を巧みに利用して墳丘を形成する。墳丘の北西側で周溝の掘

削が行われているが(第76図H-h'断面12・14層、第77図G-G'断面12'"14層)(註1)、丘陵を切断
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第3章寺島大谷遺跡・寺島大谷古墳

E 

H 

h' 

h" 

1 黒褐色士(lOYR3/2)
z 黄褐色砂質土(10YR5/6)

3 黄褐色刷ノ質土(10YR5/6)

4 明黄褐色砂質土(10YR6/8)

5 H音赤褐色土(5YR3/4)

6 青灰色粘土(5BG6/1)

7 緑灰色粘土(5G6/1)

8 暗赤褐色土(5YR3/4)

9 黄褐色砂質土(10YR5/6)

10黄褐色砂質土(10YR5/6)

11 黄褐色シルト(2，5Y5/6)

12黄褐色土(lOYR5/6)
13日音赤褐色士(5YR3/4)

14黄褐色土(10YR5/6)

15暗赤褐色士(5YR3/4)

16黄褐色士(lOYR5/6)
17黄褐色砂質土(10YR5/6)
16明黄褐色シノレ卜(2，5Y6/8)

-EL102h 

--.H:...102，Om 

粘性なし、しまりない・・・・表土
軟礁を多く含む。 粘性なし・しまりあり。…・・・墳丘盛土か墓壌壊土
軟磯を含む。粘性あり・しまりあり0 ・・・・墓墳埋土
軟磯を多く含む。粘性あり・しまりあり...墓壌埋土

粘性なし・しまりなし。・・・・木棺腐植土

ブロック状に黄褐色士が混じる・一木棺小口粘土
ブロック状に黄褐色士を含む・-・・木棺裏込め
3cm大の軟磯を若干含む。粘性あかしまりなし0 ・・・・木棺裏込め
3cm大の軟磯を少し含む。粘性あり・しまりなし0 ・・・・周溝堆積士(覆土)
1~2叩大の軟礁を少し含む。粘性強い・しまり強い。・・・・周溝堆積士(覆土)
5~10咽大の軟礁を多量に含む。・・・・周溝堆積土(覆土)

。 (1 : 100) 

lcm大の軟磯を含む。土師器片を含む。炭化物若干含む。粘性なし・しまりあり0 ・・・・周溝堆積士(覆土)
lcm大の軟擦を含む。粘性あり・しまりあり。・・・・周溝堆積土(覆土)
3cm大の軟礁を含む。粘性なし・しまりあり。・・・・墳丘崩落土
粘性なし・しまりあり。・・・・表土?
ブロック状に黒褐色土を含む。粘性ややあり・しまりあり。・・・・墳丘崩落土9

3cm大の軟磯を少し含む。粘性あり・しまりあり。・・・・周溝堆積土(覆土)
3~10cm大の軟磯を含む。木炭少量含む。粘性あかしまりあり・・・・竪穴建物覆土

第76図 寺島大谷 1号墳墳丘土層圏 1
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1 黒褐色と(IOY:，3/2)
9 黄褐色砂質士(IOYR5/6)

刊誌褐色砂'~U:(IOY I!5/6)
11 黄褐色シノレト(2.5Y5/6)

12黄褐色士(IOYR5/6)

13 ~音赤褐色土 (5YH3/1)

14 立i白色 1:(lOYR5/6) 

15 i青赤褐色土 (5YR:l/4) 

-¥6黄褐色土(IOYI!5/6)

行黄十品色砂質土(IOYR5/6)

i8明黄褐色シノレト(2.5Y6/日)

第4筋 三年島大:eH号墳の調査成果

名~I性なし、しまりなし...。表土

3cm:三の紋l鳴を少し含むc 粘性あり・しまりなし0 ・・・・周j背地責土(主主土)

] "-2CIll大の軟泌をノ少し含むつ粘性づ郎、しまり強い畠)IiJi主堆積土(おj二)
5~lOcm大の軟~燥を多量に含む。・固 0 ・周 1持堆積土(寝土)

1 cm大の4主主震を含む。土師器片を含む口炭化物打千台む。粘性なし・しまりあり0 ・.，.周i都合J高士(ll)l)
lcm大の!神:磁を合む。粘性あり。しまりあり0 ・ ・周溝堆積士(寝士)

3cm大の軟燥を含むη 粘性なし・しまりあり。...1:宣f千i羽信土

粘性なしーしまりあり・固@表士ワ

プロック状に黒偽色士を守む。粘性やゃあり・しまりあり0 ・.0 墳丘崩法iコワ
3cm大の故艇を少し含むo粘性あり。しまりあり 周j茸堆積土(罰上)

:3"'-' lOcm大の軟践を含む。木炭少量含む。粘生あり。しまりあり。ー...竪穴建物積土。 (1 : 100)5  tY1 

一 一
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しておらず、一部分の掘削に留まる(第75図)。この反対側の墳丘南西側は崩

に周溝が形成されたのか明瞭ではないが、北西側周溝の対称位置にあたり

ため、北西側と
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なお、
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この丘陵よりも北側 していることから、こ を

した祭ffrBで、あった可諮性もある。





第4節寺島大谷1号墳の調査成果

墳丘の復原 墳丘北西側の周溝の掘削は明瞭に行われており、少なくとも、この周溝より北東側が墳

丘となる。この場合は長楕円形あるいは長方形の墳丘とすることが可能で、ある(註2)。一方でふ、この

溝(周溝)が丘陵を完全に切断しないことを重視し、この部分を「くびれ部j と見て、調査区南西側に

ノ、字形に聞くように丘陵尾根が南西に向かつて延びること(第74図)から、この部分までを墳丘とみれ

ば、この溝よりも南西側が前方部で、北東側が後方(円)部と想定することも可能であり、前方後方(円)

墳であった可能性も残る。

ただし、試掘調査結果 (29トレンチ)では、この部分には埋葬施設は確認できず、また明確な人為的

な削り出しが確認できないとの所見があり、溝よりも南西部分が墳丘かどうか明確で、はないことや、藤

枝市域には前方後円墳が少ないことを考慮すると、調査時の所見である不整形な円墳(楕円形墳)であっ

た可能性があるものの(藤枝市2007)、南西隅角の周溝がL字形に掘削していることを評価すれば、長

方形墳に近い方墳(第案 1)であった可能性が最も高い(第78図)。

墳丘の規模 墳丘規模について等高線の間隔を観察すると、埋葬施設が佐置する丘陵先端の等高線は

標高100m付近から密になっており、 100m付近が傾斜変換点といえる。一方、埋葬施設南側の北西側の

等高線の変化箇所とほぼ対応するように南側の等高線が北西側に向かつて弧を描くことから、この部分

が墳丘の区画部分であった可能性が高い。

したがって、墳丘規模は方墳(長方形墳)の場合は、長辺(北東一南西)で、約16m、短辺(北西 南

東)で、12m以上、東西にやや長い円墳(楕円形墳)の場合は、東西(長軸)16m、南北(短軸)12m以

上である。現状での見かけ上の高さは約1.2mである。

なお、可能性のある前方後方(円)墳であった場合、後方(円)部と前方部が 1: 1とすれば、全長

約30m、後方部および前方部幅約12m程度で、あった可能性がある。この場合の主軸は埋葬施設の方向と

ほぼ同ーとなる。

周溝遺物出土状況 北西側周溝内より土師器壷などが小破片となって、周溝底面よりもやや浮いた状

態で出土した。墳丘上に埋設されていたものが落ち込んだ可能性が高い。

周溝出土土器 北西側の周溝部分から、土師器などの破片が出土した(第79図、図版40-1)。これ

らの形状や胎土の特徴からみると土師器壷と畠杯の破片である可能性が高いが、表面・断面の磨滅が著

ペぐ 、く + 
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。
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第四図 寺島大谷1号墳周溝遺物出土状況閲

109 



第 3章寺島大谷遺跡・寺島大谷古墳

しいため接合が困難で喝り、さらに部位を特定できる破片も少ない。古墳の時期を特定する可能性が高

いが、残念ながらこれらの土器は図示できない。

4.埋葬施設(第80"'82図、図版37"'40)

埋葬施設は墳丘として利用した丘陵頂部の最も高い部分に、地山を掘り込んで、形成した墓墳に直接木

棺を納める木棺直葬である。主軸(長辺)は東西方向に長い尾根(等高線)に平行しており、 N-480

30'-Eで、ある。

墓墳墓墳は、地山を深く掘り込んだ地下式である。平面長方形で、二段墓墳である。墓墳の上段長

辺側は墓墳内部に向かつて緩傾斜がつけられ、下段はほぼ垂直に掘り込まれる。短辺側の北東側は緩や

かに傾斜がつけられ、南西側はほぼ垂直に掘削され、下段上面には 8cmほどの平坦面が形成されている。

後述するように下段上面まで木棺の裏込めである粘土混じりの土砂が充填されていることから、上段は

木棺の搬入や埋葬行為を行うために設けられた段(作業面)の可能性が高い。

墓墳の規模は検出上面(上段上場)で長さ5.3m、幅3.5m、下段上面(上場)で長さ5.0m、幅2.1----

2.3m、下段底面で長さ4.3m、幅1.8mで、墓墳の深さは検出面から1.2m、下段で0.6mである。

木棺 墓墳の内部に長方形に地山の粘土(軟喋)が混じった園く閉まった土砂(第81図A-A'・B

-B'断面などの 7層)が確認できたことから、この土砂の内側が木棺であることが判明する。この土

砂は内側がほぼ直立している。また、木棺内から出土した遺物の高さがほぼ水平で、あることから、底面

は水平であったことが判明する。これらから想定できる木棺は組合式箱形木棺である(第80・82図)。

推定される木棺の規模は全長4.1m、幅1.3m、高さ0.5m以上で、ある。木棺の側板は 5層の位置にあた

るが、 5層すべてが木棺の腐食の痕跡であるとすれば側板の厚さは最大で約20cmで、最低でもその約半

分の10cm程度の厚さであったと推測する。

また、両小口部分には木棺の周囲を取り巻く粘土混じりの土砂と同様の土砂が0.2mに亘って確認で

きることから、箱形木棺の平面形は側辺の内側に小口板が最めこまれる、いわゆる iHJ形であること

が判明する(第81・82図)。粘土の残容状祝と短冊形鉄斧の関係から木棺の小口板の厚さは約10cm程度

であったと想定できる。この場合の内法は、長さは最短で約2.6m、最長で約3.2m、幅は約1.3mと想

定できる。

なお、墓墳底面には木椙同定のための掘り込みが確認できないことから、底板の上に小口・側板が載

るタイプの木棺であることが判明する。この木棺の形状は、木棺が遺存した焼津市小深田西3号墳と同

様である(焼津市2003・2004)。

また、後述するように遺物に付着した木材(木棺の可能性が高い)の材質はスギであることから、木

棺にはスギ材が用いられた可能性が高い。

埋葬過程の復原埋葬施設の土層の所見から判断できる埋葬

過程については下記のとおり復原できる(第82図)。

第 1工程二段の墓墳を掘削する。

第2工程木棺の底板を据える。

第 3工程裏込め (8層)を充填しながら、木棺の側板・

小口板を底板の上に立て、粘土 (6層)で小口

板を固定するとともに裏込め (7層)を行い、

墓墳下段を完全に埋め戻す。この段階で墓墳内

部に側板とほぼ同じ高さの平坦面(墓墳下段上

面)が形成される。
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_e'_102伽

1黒褐色土(10YR3/2)

粘性なし、しまりなし・・・・表土
z黄褐色砂質土(10YR5/6) 軟礁を多く含む。

粘性なし・しまりあり。・・・・墳丘盛土か墓積埋jヒ
3黄褐色砂質士(10YR5/6)

， 軟磯を含む。粘性あり・しまりあり。・・・・墓寝埋土
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一旦-102伽

軟磯を多く含む。粘性あり・しまりあり・・墓墳壊土
5暗赤褐色土(5YR3/4)

粘性なし・しまりない・・・・木箱腐植土
6青灰色粘土(58G6/!)

ブロック状に黄褐色土が混じる・・木棺小口粘土
7 緑灰色粘土(5G6/1)

ブロック状に黄褐色土を含む・・・・木棺裏込め
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3cm大の軟礁を若干含むo粘性あり・しまりなし。
・・・木棺裏込め
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。 (1 : 50) 2m 

第81閣 寺島大谷 1号墳埋葬施設実測函
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寺島大谷 1号墳の調査成果第4支H

蓋板を被ぜる。よび器物の副葬が行わ

をやや盛りとげるよう

ー少

、-第 4ヱ程

5工程 2層が墓壌を完全

あったと推測す

第4層~第 2層ま

。この 2層上国しており、

墳丘の盛土 ~C\， 、想定，、、1lO J乙う。平坦面は広くないことから、

であった可能性iが高いだろう。

6 

である

圏、(lJ 5団

また、 j里が出仁tした。ヤリガツナ 1鉄斧 2ガラス

らガラス玉3点が出土した。

. ので出土した。小型なっ2 まず北東側小口

中央左には、棺床からみた出土状況を図示した。

が出土した。先を北東に向けていた可能性が高い。

に向け、折り曲げられた切先は北西に向け

ラス 小玉が出土した。

は埋葬施設の土砂を洗浄中に出土した

この付近に納められていた可能性が高い。

を推測すると、木棺の裏込めである粘土(7層)の間

いとさ:かじていること、通常刀剣類は茎が頭

に納めるがこの 2点は布に巻で出土している。

されてし、た可能性が高い。

534が

られ

ぐ1じからヤ 1)ガンナ 1この鉄斧の

てやが茎から、

また、鉄剣の南から

玉は鉄剣付近から出土してい

志向めら

? 

」

けであることから、毛ヨ

隔が北東側の方がやや広いこと、折り曲

当古墳の:場合はこの鉄剣の茎が北東に向けられていることから想定す

とした可能性が高いと

ら
て7

'D 想定さ頭f立

、
J
よ

る。

はないが、鉄剣と玉は木棺のほぼ中央で出土していることから被葬者の腰

もので、玉は手玉であった可能性が高い。

かれる

この頭位について

に副葬さ

図版419 ""'-11 出土遺物
F、
o. 

?f ャリズアンナ 12 内から

ラス

戸¥

fO>) 
、ミーシY

@ (ω
白
山

九
グ
引
け
J

O

C
に
日

3 ら、は l点ガラス(530<""'533) jj'ラ

ら出土した。こ

高さ2，5~3. 7mmである。

古川
G1) 

533 

庄D

532 これらにで、直接3.4'---5.カイ

o 1 : 1 3cI11 

比二二戸存不おじよおおおニヰ

b会もので、い鉄剣

「折り曲げら

曲げられ、 L字形

鉄剣の剣身断面杏仁fl三で、わずかに両面に鏑が確認できる。

に布が付着している。この布は折り曲げられた部分付近では両面

るのに対し剣身には木質は確認できないことから、

また、この布は月の上部に付着していることから、鉄剣が木柄に装着さ

その布の一部が柄縁付近に及んだと解釈したい。なお、布は折り曲げら

折り曲げる前に巻かれていたかについては明らかにすることができない。

には

り

には両

寸戸

している。

ータ

匂

に巻かれ

主に

る。

に布

7こ

し
」



¥ ¥:-孟B

537 



く、茎中央付近まで幅

茎に目、木;f丙が残存しており、中央に

たまま;斤り曲

ら関まで

角の

寺島大谷 l号j去の調査成采

はし、。、直角関の可能性も残る

そのi隔で茎尻まで伸びるもので、茎尻

員三 4節

C〉しでも関口:

Lレ~

J!) 60 

しょn ヲ

;こ由三角(ム)

? 

に，できる。

ある。鹿なんらかのの装具が取り付けられていた

さないため、木材による柄縁装具である

〉の木材にL

弓1
v /。

なるため、
一、Bコ古 勺ザ伊う

《巳:;/.... 、"、、、¥{¥。

ムι
--;::.:， 
」

そのこの7Pる。

ゐ

り出していたこと

さらにムから関付近ま

J '_ 

-)'" '"? 

~ ~ できることから、

づ 3、
」ースヲ 1し

にμ-~. 
が柄!渇であることが判明

りi主I~ずら

り1mげら

厚さ 5ul郎、茎長11.

なお、柄の木材について

(534 " 5i~5，) 

口
口
日可とう

さ11.3cmておある。出した部分から切先まさは 2cmで、

4cm、は3L8cmである。

。2cmで、ある。

であることが判明した(悶編1参照〉。

なる。また、出土時点では 2

した(なお、図示し

Vフて、
」、〈板状鉄斧〉

t言、もら占"、、

。全長13.2cm、柄側幅4.7cm、

lz対する割合は、約LJ倍で、ある。

535は短冊形鉄斧で、平面長台形で切先側

柄側:JCli1、厚さ705mm、刃部{則幅Lt3cm、

がやや接形に広がる形状を示す。斧先は片刃である(図

さ9mm、刃部側[幅503聞、)享さ 7!rilllである。刃部側!福の柄側

この面

534 

である。全長そ示す。

さ5mmで、ある。刃音R側幅のJ南側にヌすする

に広がる

は、

約1.2倍である。

なお、両鉄斧にはそ このフド535は片商に布が付着する。また534は両面ぞれ片面

両面。忠之与 でz:_ -，_. 

己 ω 」 正一 、間に付着する布ると、材と布の残存状況

側面、刃部にも

たことが判i指する。

されてい

したように534~ 535 }忙

ヨ二

Jf吟 1、 ヲ ~ ァ、，、IQ，--乙、

していた面したがって
h 

レー3
~ 

丸Sて
乞三であること、

であることは、実用的されていた

させる。

あることが判明した(附編 1

たというより

この木*ずについて

、03片となヮ

は|司 t~l[i高

出

li高9mm，o 厚 d2 

。を実施し、スなお、

を向いて、ハたが出土した。切先ンヤリ

している。刃苦Eからえる。

きが行われている。側面は

は16.fjcmで、刃部の長さ2

ており接合できない

は急激に幅 るもでz
"OJ 0 

》アて与
、.、

に当TこるII ので、

きで固定されている。刃部の部分にも

木棺材の可能性が高い。

じ
日

d

。

さ305ITilllで、ある。

3閣のところま

~ 3 mm、茎は幅 9m邸、

は刃部先端から

裏面に しけれ
? 

、、a

し、。

きないととから

されていたを下にl向けて

している

ヤリガンナ



第3章寺島大谷遺跡・寺島大谷省墳

ヤリガンナの側面には布が付着してい

る。ヤリガンナは鉄斧に近接して出土して

おり、鉄斧に近い部分に布が付着している

こと、切先と残存する木材の聞には布が確

認できないことを考え合わせると、この布

は鉄斧を包んで、いた布で、ヤリガンナはそ

の外側に単独でh副葬され、接していた布が

付着した可能性が高い。

なお、この木材については材質分析を実

施し、スギであることが判明した(附編 1

参照)。

墳丘周辺表土出土土器墳丘周辺の表土
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第85図 寺島大谷1号墳周辺表土出土土器実測図

538 

10cm 

中から弥生土器あるいは土師器の童、高坪か、灰軸陶器碗、輔羽口と

思われる破片が出土した。 可三ヰこf
壷 (538)は、 Z3グリッドの表土(古墳覆土)出土である。球胴

の胴部の肩部に櫛描波状文、その下位に櫛描横線文を巡らせ、胴部は

丁寧なミガキ調整を施す。本来は球胴の二重口縁壷であった可能性が

高い。高杯の可能性のある土器 (539)は土師器の有稜高郊の坪の稜

部である可能性がある。内外表面の磨減が著しく、正確な形状を復原

することは困難である。

上記の土器は時期を特定することは難しい。また、寺島大谷 1号墳

周辺には寺島大谷遺跡が広がり、弥生時代後期~古墳時代前期の遺

構・遺物も出土していることから、それに伴う遺物の可能性もあり、

これらの遺物の評価については慎重に行わなければならない。ただし、

球胴二重口縁壷や高坪と想定される土器の存在から、少なくとも志太

/l又
541 

。 1 : 3 10cm 

第86函
古墳に伴わない遺物実測図

地域の弥生時代後期の土器様式とは異なっており、弥生時代の場合には搬入品、古墳時代の場合には、

伊勢湾岸系土器様式の影響を受けた土器として位置づけられる可能性が高い。

古墳に伴わない遺物 古墳に直接伴わない遺物として灰紬陶器と輔羽口?がある。

灰紬陶器 (540)は、碗の底部片である。底部には糸切痕が明瞭に残る。高台は三角高台である。東

遠系灰紬掬器であり、折戸53号窯式併行期、 10世紀後半に位置づけられょうか。

輔羽口の可能性のある遺物 (541)は先端付近の破片の可能性が高い。丘陵頂部から輔羽口が単独で、出

土することはあり得ないと考えられるため、はたして輔羽口かあるいは全く別の遺物かの判断は難しい。

註

1 藤枝市域の丘陵上に造営された古墳時代前期~後期前半の竪穴系埋葬施設を有する古墳は丘尾を切断して

周溝(溝)を形成しているものが多いが、寺島大谷 l号墳は尾根を完全には切断していなかったことが判明

する。釣瓶落古墳群では鞍状に細くなった部分を両側から掘り込むことで周溝に変えているものが確認でき

ることから、寺島大谷 1号墳もこのような掘り込みがあった可能性も残る。

2 藤枝市域の古墳時代前期・中期の古墳では円墳(若王子古墳群、時ヶ谷五鬼免 l号墳など)、方墳(東浦古

墳群、女池ケ谷古墳群など)ともに確認されており、地域的な傾向から墳形は特定できない。

3 鉄剣折り曲げ後に木柄を装着したとすれば、布についても折り曲げ後に巻かれたと判断できる。



第4節寺島大谷1号墳の調査成果

第 9表 寺島大谷 1号壌埋葬施設出土玉類観察表

番号 出土位置 材質 直径 (mm) 両さ(阻) 孔径 (mm) 重量 (g) 色調 備考

530 棺内床面直上 ガラス 5.2 2.6 2.4 0.07 淡青色(スカイブルー)

531 棺内(洗浄土) ガラス 4. 1 3. 7 1 0.09 淡青色(スカイプノレー)

532 棺内(洗浄土) ガラス 3.4 2.6 1.2 0.04 淡青色(スカイブルー)

533 棺内(洗浄土) ガラス 3.6 2.5 1.4 0.04 淡青色(スカイプノレー)

第10表寺島大谷 1号墳出土鉄製品観察表

関番 挿番号図 種別 全長 (cm) 柄(c側m幅) 厚さ (cm) 刃(部cm側)幅 復(c元m長) 残(c存m長) 茎長 (cm) 茎(c部m幅) 備考

84 534 短冊形鉄斧 13.2 4.7 0.9 5.3 

84 535 短冊形鉄斧 11.2 3.5 0.75 4.3 

84 536 ヤリ Jlyナ 0.35 16.5 0.9 

84 537 鉄剣 0.5 31. 8 20.4 11.3 折り曲げ鉄剣

第11表寺島大谷 1号墳出土土器等観察表

図番 挿番号図 器穏 グリッド 遺構 層位 色調 胎土 残存率 (口cm径) (底cm径) (器cm高) 

85 538 重量 Z-3 古墳 覆土層
内面・ 2.5Y4/1黄灰

径1.1mm大の赤茶色の粒を含む 20% 
外商・ 7.5YR7/4にぷい燈

85 539 高土不 Y-3 古墳 暗黄褐色土層 7.5YR6/4にぷい燈
径1.1mm大の長石・石英を多く含む。 10% 
雲母を少量含む

86 540 灰紬陶器碗 Z-3 1号墳チ延・4長ト上レン 覆土層 7.5YR7/1灰白色 白色粒子を含む
底部 (7.5) 
25% 

86 541 繍羽口つ A-3 古墳裾 明黄褐色土層 内面・ 10YR6/4にぶいい黄燈燈 径lmm以下の長石・石英を少量含む 25% 
」一一

外面・ 7.5YR7/4にぷ

円

t
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第3節寺島大谷遺跡の弥生~古墳時代の集落について

「白養生産技術Jが東端の駿河地域の従来からの須恵器工房に伝わり、従来の須恵器生産から新たな白

養生産への技術や工房の移行を考える上で重要な資料との指摘を受けている。この遺物について筆者は

別の機会に再度論じたい。

工房跡SH01 (第11図・第12図17~23) は約 5m程の平面台形の小屋状遺構で、わずかな平坦地形を

利用しながら整地や掘削などをして作られたと思われる。工房内にはピット 4基、炉跡3か所、溝 2条、

土坑や焼土がある。工房の屋内では水溜や陶土溜めの土坑や、北側や南西にロクロ成形する空間、成形

した器を日陰干しする空間、薪置き場の空間などさまざまな空間利用が考えられる。出土遺物(第12図

17~23) は蓋類の破片に偏っており、製品選別した後の廃棄品の一部と思われる。工房跡は島田市南原

瓦窯工房跡、岡市旗指古窯第22号窯工房跡などがある。また、製品の原料である粘土に関していえば、「附

編 2Jで報告する胎土分析では、(資料番号 7)の須恵器片の胎土が地元の瀬戸川層群や大井川層群採

取ではない可能性が指摘された。分析結果が正しければ、粘土を遠方の他地域から搬入したことになる。

今後、胎土分析資料を増やす中で検討すべき問題である。

第 2節 寺島大谷遺跡の縄文時代の住居跡と土製品について

寺島大谷遺跡の縄文時代住居跡は SH05、SH12、SH14の3棟であった。やせ尾根に 1棟単位の住

居跡がそれぞれ分散している。各住居跡の時期は SH05が加曽利E4式期で中期最終末、 SH12が勝坂

式期で中期中葉、 SH14が中期後半である。それぞれの住居跡が 1棟単独で時期を異にして存在してい

る。したがって、発掘区内で見る限り集落をなしていない。しかし、島田市内の縄文中期中葉から後葉

の住居跡の状況を見ると、東鎌塚原遺跡を代表する牧の原台地に立地し集落形成する住居跡群と、市内

大津地域の尾川平遺跡や波田遺跡第 1号住居跡に代表されるような、周辺地形からみても峻険で、集落が

存在しそうにない遺跡がある。こうした点は住居跡が集落を形成する場合と、狩猟用など他の目的の単

独小屋などの可能性があり、これ等を区別する必要があろう。住居跡の立地と合わせて使用目的の違い

も検討する必要がある。集落の成立に関わる問題は、今後周辺地区の調査結果を踏まえて再度検討する

べきであろう。土器は中期中葉から後期初頭まで出土しているが、特に注目したい点は(第34図101~

117)の東鎌塚原式土器の出土である。東鎌塚原式土器は藤枝市天ヶ谷遺跡からも出土している。

また、遺構外から(第39図303)の土製貝輪形腕輪(貝輪形土製品)が出土している。谷藤保彦氏の

ご教示により明らかになった。近年、北関東などで類例が増加しているようだが、発掘調査員に土製貝

輪形腕輪(貝輪形土製品)への認識があまり無い。土製員輪形腕輪(貝輪形土製品)への理解が進むと

類例が増加すると思われる。この出土品は中期末の製品であろう。

第 3節寺島大谷遺跡の弥生~古墳時代の集落について

寺島大谷遺跡では弥生時代後期から古墳時代前期にかけての時期の竪穴住居を10棟検出した。出土遺

物と新!日関係から、 SH08、SH09、SH11の3棟が弥生時代後期から古墳時代初頭(l期)、 SH01、

S H02、SH03、SH04、SH06、SH07の6棟が古墳時代前期 (2期)に属する遺構と判断され、大

きく 2時期に分けることが可能と思われる。 SH13については時期決定できる土器が無く不明瞭である

が、いずれかの時期に属する住居とみられる。

両期住居の形態的な差異としては、 1期の住居がSH11のように平面形状が楕円形に近いものや、 S

H08・SH09のように隅丸方形でも角がやや緩い形状のものとなるのに対し、 2期の住居は比較的隅角

がしっかりとした方形に近い形状となる傾向が挙げられる。
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附編 1 寺島大谷 1号墳出土金属製遺物にともなう木質部の樹種について

西尾太加二

1 はじめに

寺島大谷 l号墳の主体部から剣、斧、ヤリガンナなどの鉄製の副葬品が出土した。これらの金属製遺

物には柄などの部位に木質部が良好に遺存しているものが確認された。そのため、木質部から小片を採

取してプレパラート標本を作製し、生物顕微鏡で検鏡することで3個体、 3部位の樹種同定を行った。

古墳などから出土する鉄製品や青銅製品には木材や布などの有機質遺物が錆着した状態で断片的に造

存することがある。有機質遺物は地下水位以下に埋没した遺跡から出土することが一般的で、乾燥や湿

潤を繰り返す丘陵上に佐置する遺跡から出土することは少ない。古墳などの埋没環境では、有機質を腐

らせる微生物(木材腐朽菌)が活動するための十分な酸素と水が供給されるため、有機質は土壌中で分

解され消滅してしまう。しかし、今回のように金属部分に密着した木材は、微生物に分解される前に錆

などの鉱物質のものが沈着し、硬質化することで形状が保たれることがある。

2 試料および方法

木質部は写真 1~3 に示すように金

属部に錆着した状態で遺存している。

試料の採取はダイヤモンドカッターを

取り付けた精密加工機で切り出すよう

なかたちで行う。採取箇所は黒線枠の

部分である。

プレパラート標本の作製は研磨法で

行った。研磨法とは、試料小片を透明

なエポキシ樹脂に埋め込んだ後、透過

光で検鏡できる厚さまでサンドペー

パーやアノレミパウダーを使って研磨す

る方法である。

樹種同定は、木材の 3断面を生物顕

写真 1 斧 写真2 ヤリガンナ微鏡によって40~400倍で観察し、現

生標本および文献資料と比較しながら行った。なお、作製した標本は当研究所清水整理事務所保存処理

写真3 剣

室で保管している。

顕微鏡観察によって判明した樹種は、針葉樹材のスギ、広葉樹材のアカガシ亜属の 2種である。また、

同定に利用した材の解剖学的特徴を下記に示し、各木材の細胞組織の顕微鏡写真を掲載する。

スギ Cryptomeria japonicα(Linn.メ)D.Don. スギ科斧・ヤリガンナ

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞の 3種類の構成要素からなる。

早材から晩材への移行はやや急で、晩材部の幅がやや広く、年輪は明瞭である。樹脂細胞は晩材部付近

にやや接線方向に連なって散在する。樹脂細胞の内容物は暗褐色を呈することが多く、水平壁は平滑で、

薄いものが多い。分野壁孔は楕円形の大型で、、開孔部がほぼ水平に聞いた厚いレンズ状をしたスギ型で

1分野に通常 2個存在する。放射組織は単列で、細胞高は 1~10である。

ワー“



附編 1 寺島大谷 l号墳出土金属製造物にともなう木質部の樹種について

スギは県内で最も多く出土する材で、様々な遺物に利用されるが、大井川以西では出土量が激減する。

アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis プナ科剣

50~200仰の丸い道管が年輪界に関係なく途中から始まり途中で終わるような放射孔材。道管は単穿

孔で、木部柔細胞は 1~ 3細胞幅で独立帯状柔細胞をつくる。道管と放射組織との壁孔は大型で柵状。

放射組織には単列向性のものと広放射組織の 2種類がある。

材はきわめて堅硬で弾性強く強靭である。鋤、鍬、竪杵、斧柄などの農工具に多用される。

斧スギ木口 X70 斧スギ柾目 x140 ヤリガンナスギ板目 X70

ヤリガンナスギ木口 X70 剣アカガシ直属木口 X70 剣アカガシ直属柾目 X70

3 まとめ

判明した樹種により、遺物の器種や機能性をある程度推定することが可能で、ある。なぜなら、古来人々

は、目的とする用途に適した木材を選択し利用してきたからである。斧とヤリガンナに付着する木質部

の樹種はスギである。軽軟なスギ材を工具の柄に用いることは上記の理由から不自然であると考える。

木棺の木材が付着したと考える方が自然である。剣の柄にはアカガシ亜属が用いられている。アカガシ

の材は堅硬で木理通直、徹密で割裂性があり、弾性強く強靭であり、剣の柄の材としては適材適所であ

る。

参考文献

島地 謙 ・伊東隆夫 1982 r図説木材組織』 地球社

鈴木三男 2002 r日本人と木の文化』 八坂書房
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附編2 助宗古窯群出土須恵器および灰紬陶器の胎土分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

藤枝市に所在する助宗古窯群は、赤石山地南端部付近を流れる瀬戸川が形成した狭小な沖積低地を取

り囲む丘陵斜面上に分布する窯跡群である。これまでの発掘調査により、助宗古窯群では、 8世紀から

9世紀を中心に、 12世紀までにわたる須恵器、灰軸陶器、山茶碗が生産されていたことが明らかとなり、

奈良・平安時代の須恵器生産地としては駿河地方最大の窯跡群とされている。また、助宗古窯群で焼成

された須恵器は、駿河国を中心に供給されたと考えられており、静岡市や富士市、沼津市の古代集落遺

跡から出土しているとされている。

本報告では、助宗古窯群のなかでも清水下地区とされる窯跡群の発掘調査によって出土した須恵器お

よび灰紬陶器の材質(すなわち胎土)特性を、岩石学的手法(薄片作製鑑定)および化学的手法(蛍光

X線分析)を用いることにより明らかにし、助宗古窯群の性格に関わる基礎資料を作成する。なお、本

報告では調査区内のトレンチ断面より採取された粘土についても薄片作製鑑定およびX線解析による粘

土鉱物の同定を行い、助宗古窯群出土土器の胎土の基礎資料とする。

1 .試料

試料は、助宗古窯群の清水下地区の発掘調査により出土した遺物および粘土である。清水下地区は、

瀬戸川の左岸側に形成された沖積低地から、細谷地区と呼ばれる窯跡群が分布する丘陵を隔てて東側の

奥に形成された鹿鳴渡川の狭小な沖積低地の周縁の丘陵斜面に分布する窯跡群である。助宗古窯群全体

の分布からみると南東端に位置するといえる。

試料は、灰紬陶器 1点と須恵器14点 表1 分析試料一覧

およびトレンチより採取された粘土2

点の合計17点である。番号 1~17が付

されており、番号 lは灰紬陶器、番号

2 ~15は須恵器、番号16、 17は粘土と

されている。各試料の器種や部佐につ

いては、試料を一覧にした表 1に示す

が、須恵器は坪身と蓋を中心とした構

成となっている。特に杯身の試料は、

底部が試料とされ、「削り出し高台」、

「貼り付け高台」、「無高台j といった

分類がされている。粘土試料2)点は、

調査区西部の丘陵斜面末端付近に設定

された第 5トレンチより採取された灰

色を呈するシルト質の粘土であり、番

号16は粘土①、番号17は粘土②という

試料名が付されている。

今回の分析では、粘土試料も含めた

全17点を薄片作製鑑定の対象とし、ま 薄片:薄片作製観察粘土:粘土鉱物分析 X線:蛍光X線分析

番号
遺物

種別 器種 昔日イ立 グリッド 層位・遺構 薄片 粘土 X線
番号

l P93 灰紬陶器 椀 底部 D-2 |日耕作土 。
2 P96 須恵器 珂=身

底部
C-2 !日耕作土 。

(削り出し高台)

3 P96 須恵器 寮 体部 C-2 旧耕作土 。
4 P1Q1 須恵器 杯身

底部
C-2 撹乱.SX01 。 。

(削り出し高台)

5 P1Q1 須恵器 藁 頂部 C-2 撹乱・SX01 。
6 P102 須恵器 :I;f身

底部
E-2 !日耕作土 。 。

(貼り付け高台)

7 P193 須恵器 重量 頚昔日 C-2 SX03 。 。
8 P220 須恵器 杯身 口縁部 B-2 。
9 P220 須恵器 杯身 底部(無高台) B-2 。
10 P221 須恵器 杯身 底部(無高台) B-2 。
11 P221 須恵器 宜世E 体部 B-2 。
12 P222 須恵器 蓋 体部 B-2 。 。
13 P222 須恵器 蓋 体部 B-2 。
14 P222 須恵器 亦身

底部
B-2 。 。

(貼り付け高台)

15 P222 須恵器 亦身
底部

B-2 。
(貼り付け高台)

16 粘土① 粘土 第5トレンチ内 。。
17 粘土② 粘土 第5トレンチ内 。。
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附編2 助宗古窯群出土須恵器および灰紬陶器の胎土分析

た、粘土試料2点については、 X線回折分析を用いた粘土鉱物の同定を行う。さらに、蛍光X線分析に

は発掘調査所見により選択された番号4、6、7、12、14の5点の須恵器試料を対象とする。

2.分析方法

(1)薄片作製鑑定

ここでは、松田ほか(1999)の方法を用いる。この方法は、胎土中の砂粒について、中粒シノレトから

細喋までを対象とし、各粒度階ごとに砂粒を構成する鉱物片および岩石片の種類構成を調べるものであ

る。この方法では、胎土中における砂の含量や粒径組成により、土器の製作技法の違いも見出すことが

できるために、問ーの地質分布範囲内にある近接した遺跡聞での土器製作事情の解析も可能である。し

たがって、単に岩片や鉱物片の種類のみを捉えただけでは試料開の胎土の区別ができないことが予想さ

れる、同一の地質分布範囲内で作られた土器の胎土分析には、松田ほか (1999)の方法は適当である。

以下に試料の処理過程を述べる。

薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断、正確に0.03mmの厚さに研磨して作製した。観察

は偏光顕微鏡による岩石学的な手法を用い、胎土中に含まれる鉱物片、岩石片および微化石の種類構成

を明らかにした。

砂粒の計数は、メカニカノレステージを用いて0.5mm間隔で、移動させ、細喋~中粒シノレトまでの粒子を

ポイント法により200個あるいはプレパラート全面でふ行った。また、同時に孔隙と基質のポイントも計

数した。これらの結果から、各粒度階における鉱物・岩石別出現頻度の 3次元棒グラフ、砂粒の粒径組

成ヒストグラム、子L隙・砂粒・基質の割合を示す棒グラフを呈示する。

また、須恵器や陶器では、焼成温度が高いために、薄片下で鉱物の晶出や溶融などの加熱変化を認め

ることができる。ここでは、五十嵐 (2007)の加熱変化の基準による焼成温度の推定も行う。

(2 )粘土鉱物分析

粘土鉱物組成は和田(1966)に従った。以下に分析行程を記す。試料約10gを500meビーカーに秤とり、

蒸留水を適当量加えた後、 30%過酸化水素水10meを加えて混合する。時計皿で蓋をして約 1時開放置し

た後、砂浴上にのせて加熱し、試料から黒色味が完全に抜けるまで過酸化水素水を10meずつ滴下し、有

機物を分解する。さらに加熱を続け、過剰の過酸化水素水を分解除去した後、 DCB抽出液を加え、

750Cまで加熱する。約 2gのハイドロサノレファイトナトリウム(Na2S204) を加えて揖持し、 15分間放

置した後、遠心分離を行い、上済み液を捨てる(脱鉄処理)。蒸留水で2回洗浄した後、蒸留水を加え

て超音波処理を実施し、分散させた後、 1000me沈底瓶に移す。液温200Cの状態で16時間静置した後、水

面下20cm深にサイフォンを挿入し、粘土画分 (2μm>)の懸濁液を採取する(粘土懸濁液)。

懸濁液の一定量を 2本の遠沈管に採取し、 1N酢酸ナトリウムー酢酸緩衝液 (pH5.0)を加え、内容

物を撹持した後、上澄み液を遠沈除去する。この操作を 2回繰り返す。遠沈管の l本に 1N酢酸マグネ

シウム溶液 (pH7.0)を加え (Mg飽和試料)、もう 1本の遠沈管に 1N酢酸カリウム溶液 (pH7.0)を

加え (K飽和試料)、遠沈洗浄する。この操作を更に 2回繰り返し、最後に水を加えて過剰の塩溶液を

除く。遠沈管の内容物に水を加えて懸、濁状態とし、その懸濁物をスライドガラス上に採取し、ガラス全

面に拡げ、風乾する。

これら試料をX線解析装置によって以下の条件で測定する。なお、 Mg飽和試料についてはEG(エチ

レングリコーノレ)処理、 K飽和試料については3000Cと5500C加熱処理を施し、再度測定を実施する。

装置:理学電気製MultiFlex Divergency Slit: 1 0 

Target : Cu (Kα) Scattering Slit: 1 0 

Monochrometer : Graphite湾曲 Recieving Slit : 0.3阻



附編2 助宗古窯群出土須恵器および灰粕陶器の胎土分析

Voltage : 40kV 

Current : 40rnA 

Detector : SC 

Calculation Mode : cps 

(3 )蛍光X線分析

波長分散型蛍光X線装置を用いたガラスピード法による定量分析を行う。
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a)測定元素

測定元素はSi02、Ti02、A1203、Fe203、MnO、MgO、CaO、Na20、K20、P205の10元素およびLOI

とRb、Sr、Zr、Baの微量4元素である。

b)装置

理学電機工業社製RIX1000(FP法のグループ定量プログラム)

c)試料調製

試料を振動ミノレ(平工製作所製TIlOO;10m.e容タングステンカーバイト容器)で微粉砕し、 1050Cで

4時間乾燥する。この微粉砕試料についてガラスピートを以下の条件で作成する。なお、胎土表面に

塗彩または紬薬が確認される試料については、これらを除去し、試料として供する。

溶融装置;自動剥離機構付理学電機工業社製高周波ビ}トサンプラー (3491Al)

溶剤及び希釈率;融剤(ホウ酸リチウム)5. OOOg :試料0.500g

剥離剤;LiI (溶融中 1回投入)

溶融温度;12000C 約 7分

d)測定条件

X線管;

スペクトノレ;

分光結晶;

検出器;

計数時間;

Cr (50Kv -50rnA) 

全元素Kα

LiF， PET， TAP， Ge 

F-PC， SC 

PeaK40sec， Back20sec 

3.結果

(1)薄片作製鑑定

結果を表2、図 1・2に示す。以下に、鉱物片・岩石片組成、焼成温度、粒径組成、砕屑物の割合の

順に述べる。

a)鉱物片・岩石片組成

番号 1の灰紬陶器は、鉱物片はほとんど若英のみであり、岩石片は少量のチャートと微量の多結晶石

英を伴うという組成である。須恵器試料では、番号7を除く 13点がほぼ同様の組成を示す。鉱物片では

石英が多く、少量の斜長石を伴うという組成であり、岩石片では少量のチャートと微量の多結晶石英か

らなる組成である。ただし、番号14と15には、鉱物片に微量のカリ長石が含まれている。また、番号13

と14には極めて微量ながらも頁岩、凝灰岩、流紋岩・デイサイト、花商岩類などの各岩石片や火山ガラ

スが含まれている。

番号 7は、鉱物片では石英が比較的多く、少量の斜長石を伴う組成を示すことで他の試料と類似する

が、岩石片では極めて微量の多結晶石英が含まれるのみであり、チャートが含まれずに、比較的多量の

火山ガラスが含まれることで他の試料と大きく異なっている。なお、火山ガラスは、スポンジ状に発泡

した塊状の軽石型の形態が多く、平板状のパプノレ型も微量含まれる。
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附編2 助宗古窯群出土須恵器および灰紬陶器の始土分析

表2 薄片観察結果(1)

砂粒の種類構成

鉱物片 岩石片 その他

石英 カ
斜長

斜方輝 斜単輝
不 チ

岩頁 砂岩
凝灰岩 流紋岩

結イ晶3ラF 

花岩類潟

グく
植物片 植物珪

長リ
透鉱物明

ヤ 山

番号 砂粒区分 石 ガ メ言口十'-
石 石 石 ト

石英 ブ
酸体アJ ス

イ
サ
イ
ト

絢磯 。
極粗粒砂 。
組粒砂 。

砂
中粒砂 2 3 

細粒砂 1 2 1 5 

極細粒砂 6 2 9 
1200士

粗粒シルト 13 13 

中粒シノレト 14 14 

基質 521 

子L隙 151 

細磯 。
極粗粒砂

粗粒砂 l 1 

砂
中粒砂 10 l 12 

細粒砂 13 3 11 2 1 30 
2 

極細粒砂 13 1 4 16 2 36 
1150 

粗粒シルト 34 l 11 47 

中粒シノレト 17 17 

基質 600 

孔隙 9 

細磯 。
極粗粒砂 。
粗粒砂 。

砂
中粒砂 1 3 4 

細粒砂 14 3 3 2 23 
3 

極細粒砂 17 2 5 25 
1150~1200 

粉粒シノレト 26 2 29 

中粒シノレト 17 17 

基質 751 

孔隙 16 

細磯 。
極粗粒砂 。
粗粒砂 。

砂
中粒砂 2 I l 1 5 

4 
細粒砂 12 8 1 22 

1150~1200 
極細粒砂 22 14 2 39 

粗粒シノレト 29 7 36 

中粒シノレト 22 22 

基質 841 

子L隙 48 

細線 。
極組粒砂 。
粗粒砂 1 

砂
中粒砂 2 3 7 

5 
細粒砂 19 8 8 2 37 

1200:1: 
極細粒砂 28 8 13 3 52 

粗粒シノレト 40 14 2 57 

中粒シノレト 8 1 9 

基質 695 

孔隙 10 

細磯 。
極粗粒砂 。
粗粒砂

砂
中粒砂 4 3 2 9 

細粒砂 27 5 10 4 46 
6 

極細粒砂 21 3 9 1 I 35 
1200土

粗粒シJレト 44 9 2 55 

中粒シノレト 14 15 

基質 696 

子L糠 6 
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附編2 助宗古窯群出土須恵器および灰粕陶器の飴土分析

表 2 薄片観察結果 (2)

砂 粒の種類構成

鉱物片 岩石片 その{也

石英 カ
斜長 斜方輝 単斜輝

不透
チ

岩頁 砂岩 凝灰岩 流紋岩 多結
花岩類関

火
植物片

焼成湿度℃ 
長リ

ヤ 山

番号 砂粒区分 石
鉱物明 石英品

ガ ぷ言仁十〉3、
石 石 石 ト 7 

アJ ス
イ
サ
イ
ト

細磯 。
極組粒砂 。
粗粒砂 l 1 

砂
中粒砂 9 9 

細粒砂 1 2 4 
7 

極細粒砂 3 5 8 
1200:t 

粒粒シJレト 11 2 2 15 

中粒シルト 2 2 

基質 397 

孔隙 19 

細磯 。
極粗粒砂 。
粗粒砂 。

砂
中粒砂 2 

細粒砂 7 l l 1 l 11 
8 

様細粒砂 19 5 24 
1200土

粗粒シノレト 25 26 

中粒シルト 10 10 

基質 621 

孔隙 48 

細磯 。
極粗粒砂 。
組粒砂 1 1 

砂
中粒砂 1 2 3 

細粒砂 4 2 6 1 14 
9 

極細粒砂 5 2 3 10 
1150-1200 

粗粒シノレト 26 2 2 30 
中粒シノレト 12 12 

基質 486 

孔隙 49 

細磯 。
極粗粒砂 。
粗粒砂 。

砂
中粒砂

10 
細粒砂

1150-1200 
極細粒砂 5 l 6 

粗粒シノレト 21 1 1 23 

中粒シノレト 10 10 

基質 467 

孔隙 26 

細磯 。
極粗粒砂 。
粗粒砂 。

砂
中粒砂 l 1 2 

11 
細粒砂 2 4 2 8 

1150-1200 
極細粒砂 5 7 

粗粒シJレト 28 4 l 2 35 
中粒シノレト 12 12 

基質 486 

孔隙 24 

細磯 。
極粗粒砂 。
粗粒砂 。

砂
中粒砂 l l 

細粒砂 5 4 9 
12 

極細粒砂 8 2 12 1 23 
1150-1200 

粗粒シJレト 37 4 5 2 48 

中粒シノレト 18 19 

基質 610 

孔隙 57 
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表2 薄片観察結果 (3)

砂粒の種類構成

鉱物片 定石片 その他

石英
カ

斜長石 斜方輝 単斜輝
不透 チ

岩頁 砂岩 凝灰岩 紋流岩 亀
花岩街類

火
横物片 植物珪

宅焼成祖長リ
ヤ 山

番
砂粒区分

鉱物明
晶 jf メ計口当、

号 石 石 石 ト
石英 フ

酸体アJ ス
イ
サ
イ
ト

細磯 。
極粗粒砂 。
粒粒砂 1 

砂
中粒砂 6 4 2 2 1 16 

細粒砂 10 5 4 20 
13 

極細粒砂 8 5 14 
1150~1200 

粒粒シノレト 25 7 1 34 

中粒シルト 8 9 

基質 447 

子L隙 7 

細磯 。
極粗粒砂 。
粗粒砂 l 2 

砂
中粒砂 8 2 4 4 4 25 

14 
細粒砂 44 8 7 10 l 71 

1150 
極細粒砂 31 2 10 15 l 2 61 

組粒シノレト 21 2 4 7 34 

中粒シノレト 7 7 

基質 773 

子L隙 19 

細磯 。
極粗粒砂 。
粗粒砂 l 

砂
中粒砂 。
細粒砂 9 1 12 4 26 

15 
極細粒砂 24 2 11 18 2 57 

1150ー

粗粒シノレト 47 2 21 9 2 81 

中粒シノレト 20 3 23 

基質 958 

子L隙 36 

細磯 1 1 

極粗粒砂 1 2 

粗粒砂 2 2 

砂
中粒砂 2 I 3 

細粒砂 2 3 
16 

極細粒砂 6 8 

粗粒シノレト 25 1 2 1 29 

中粒シノレト 9 9 

基質 1470 

孔隙 65 

細線 1 1 

極粗粒砂 4 4 8 

粗粒砂 6 3 2 12 

砂
中粒砂 3 4 11 

細粒砂 11 2 1 15 
17 

極細粒砂 12 4 16 

粗粒シノレト 28 3 1 32 

中粒シルト 3 3 

基質 1524 

孔需主 59 
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附編2 助宗古窯群出土須恵器および灰紬陶器の胎土分析

(%) 番号1 P93 灰紬陶器碗
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第 1図 各粒度階における鉱物・岩石出土頻度(%)および粒径組成(1)
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7こOめらの鉱物の加熱変化によって、は、よび須恵器試料の顕微鏡下

(結品の周綜部)にムライトが生成している。

ムライトの晶出は極めて微細で〉あり、またはほとん

リム

きない。しているつ)

3) している程度cしていないかまたは:微弱

という士、1l5ü-~り¥♂ 

では 1150'~ ;こt住iまずる。

〈、 14点1=1コ7J去を占める。

2に

もあり、 1土の試料が 4J d 

あった。

c〉

灰粘陶器は

3 

¥J シパノトをモードとするノレトをモードとする

7乙番号4とシルトをモードとする
~ ~ フ、つ、

ーのピー番号 7には中粒砂らピーク
? 

、-

をモードとし、番号14は細粒砂をモードとする。グ

2点ともに粗粒シパ〆トをそードとする。

d) 

砕屑物、 r 
a みると、でにおける砕屑物の割合

中8点を♂ 、、'ID る。と

プてあり、回乙、は、

- 134-

なお、

る。

ある。
、

、、
く士

2 

c.. 

占める。

度しかな



附編2 助宗古窯群出土須恵器および灰紬陶器の胎土分析

番号1 P93 灰紬陶器

碗

番号2 P96 須恵器

杯身

番号3 P96 須恵器

護

番号4 P101 須恵器

亦身

番号5 P101 須恵器

蓋

番号6 P102 須恵器

杯身

番号7 P193 須恵器

壷

番号8 P220 須恵器

杯身

番号9 P220 須恵器

杯身

番号10 P221 須恵器

杯身

番号11 P221 須恵器

壷

番号12 P222 須恵器

蓋

番号13 P222 須恵器

蓋

番号14 P222 須恵器

杯身

番号15 P222 須恵器

杯身

番号16 粘土①

番号17 粘土②

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%70% 80% 90% 100% 
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附編2 助宗古窯群出土須恵器および灰粒陶器の胎土分析

(2)粘土鉱物分析

各種の処理を行った粘土鉱物のX線解析パターンを図3・4に示す。 2点の粘土試料は、ともに同様

な角卒宇斤パターンを示した。

まず、 M掛包和処理 (Mg-RT) において認められる10A、5.0A、3.34A付近のピークはいずれの処理

においても確認されることから雲母鉱物が同定される。また、Mg-RTにおいて認められる14A付近のピー

クがMg飽和一EG処理 (Mg-EG) によって膨潤性を示さないことや、 K飽和処理 (K-RT)で吋Mg-RTに

おいて認められた14A、 7Aのピークが認められず、かっ10A付近のピーク強度が増大しており、収縮

によるピークシフトと判断されることからパーミキュライトの存在が指摘される。

さらに、 Mg-RTでは32A近傍に混合層鉱物の長周期反射と見られる反射が認められている。 Mg-EGで

は膨潤性鉱物の明確なピークは確認されてはいないものの、 Mg-RTに見られる12A付近のピークが認め

られないこと、およびK-RTでトは10A以上に明瞭なピークが見られていないことから、雲母/スメクタイ

ト混合層鉱物による反射と見るのが妥当である。なお、 4.25A、3.34A付近のピークは石英、 3.20A付

近のピークは斜長石による。

以上のことから、 2点の粘土試料の粘土鉱物組成は同様であり、雲母鉱物、パーミキュライトのほか、

雲母/スメクタイト漉合層鉱物によって構成されると判断される。

(3)蛍光X親分析

結果を表3に示す。ここでは試料開の組成を比較する方法として、以下に示す元素を選択し、それら

の値を縦軸・横軸とした散布図を作成した(図 5)。

a)化学組成中で最も主要な元素 (SiOz，AlZ03) 

b)粘土の母材を考える上で長石類(主にカリ長石、斜長石)の種類構成は重要で、ある。このことか

ら、指標として長石類の主要元素であるCaO、NazO、KzOの3者を選択し、長石全体におけるアルカリ

長石およびカリ長石の割合を定性的に見る。実際には、長石類全体におけるアルカリ長石の割合 (Naz

0+ K20) / (CaO+ NazO+ KzO)を横軸とし、アルカリ長石におけるカリ長石の割合KzO/(NazO+ KzO) 

を縦軸とする。

c)輝石類や黒雲母、角閃石など有色鉱物における主要な元素。この場合、指標としてこれらの有色

鉱物の主要な元素のうち、 TiOz、FeZ03、MgOを選択し、 FeZ03を分母としたTiOz、MgOの割合を見る。

d)各微量元素を選択する。組み合わせは、 Rb-SrとZr-Baとする。

また、これらの散布図では、器種ごとにそれぞれ異なる記号で示した。

作成した 5つの散布図を概観すると、散布図によって互いに近接する組成を示す試料の組み合わせは

異なっており、 5点の試料の中で、どれが同質でどれが異質かという判断は難しい。おそらく、ここで

作成した散布図各図における値の範囲は、助宗古窯群内で生産される須恵器の材質のバラツキの範囲内

に入ってしまうためと考えられる。

表3 蛍光X線分析結果

遺物
主要元素 微量児素

番号
番号

種別 器種 Si02 202A1203Fe203MIlo M(%gO ) CaO Na2O K20 P205Ig( -loss合計 Rb I Sr I Zr I Ba 
00100100100100100100100100100100100 (ppm) J(PPfil) !(ppm) 1 (ppm) 

4 P101 須恵器 :l'f身 70.38 0.84 17.39 3目 36 0.03 1.16 0.24 1. 66 2.64 0.03 2.27 100.00 111 85 246 415 

6 P102 須恵器 杯身 76.00 0.64 14.93 2.79 0.01 0.83 0.44 1. 35 2.06 0.04 0.91 100.00 85 102 211 561 

7 P193 須恵器 壷 69.63 0.74 20.07 2.95 0.02 1. 07 0.64 0.98 1. 97 0.06 1. 87 100.00 100 98 167 560 

12 P222 須恵器 葦 70.24 0.74 16.21 5.76 0.06 1. 33 0.31 1. 43 2.57 0.05 1. 30 100.00 108 84 197 483 

14 P222 須恵器 杯身 72.36 0.57 13.45 6.91 0.03 0.88 0.49 1.13 1. 90 0.08 2.20 100.00 69 94 195 493 
」ー
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図版 1 胎土薄片(1)

1 .番号 1(P93 灰紬陶器碗底部 0-2 旧耕作土)

附編 2 助宗古窯群出土須恵、器および灰粕陶器の胎土分析
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2.番号 2(P96 須恵器坪身底部(削り出し高台)C-2 旧耕作土)

3.番号5(P101 須恵器蓋頂部 Cー2 撹乱・ SX01)

4.番号7(P193 須恵器壷頚部 C-2 SX03) O.2mm 

Qz:石英， Kf:カリ長石. PI:斜長石. Zr:ジルコン. Che:チャート. Vg:火山ガラス. P:孔隙.

写真左列は下方ポーラ一、写真右列は直交ポーラー下。
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附編 2 助宗古窯群出土須恵、器および灰納陶器の胎土分析

図版 2 胎土薄片(2 ) 

5. 番号10(P221 須恵器杯身底部(無高台) B-2) 

一・
4.
v
o
i

・，?
J

一

一一一一

千

e
J¥…一¥i

f

E
v
-
-
R
L
 

-・・・ー・哩・一、 一，_ .. __ . 
-一-i ーし -

J豆、-、 -_.， 一一言.・
・圃ゐrJI
-・・・、“. 一 一一 一・・・・・・・・.白@ー -

一 一τ一 国一 ー

6. 番号14(P222 須恵器坪身底部(貼り付け高台)Bー2)

7.番号16(粘土① 第 5トレンチ内)

8.番号17(粘土② 第 5トレンチ内) O. 2mm 

Qz:石英. Kf:カリ長石. PI:斜長石 Opx:斜方輝石. Sh:頁岩. Ss:砂岩. Po:植物珪酸体. P:孔隙.

写真左列は下方ポーラ一、写真右列は直交ポーラー下。
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助宗古窯群・寺島大谷遺跡 カラー図版 1

1.助宗古窯群全景

2寺島大谷遺跡・寺島大谷古墳全景



カラー図版 2 寺島大谷 1号墳

.‘ 

- • 、



助宗古窯群・寺島大谷遺跡 カラー図版 3

1.助宗古窯群SX01出土遺物

2.寺島大谷遺跡遺構外出土遺物



カラー図版 4 寺島大谷 1号墳

寺島大谷 1号墳出土鉄製品



助宗古窯群図版 1

1.助宗古窯群遠景(南西から)

2.調査区全景トレンチ完掘状況



図版 2 助宗古窯群

1.調査区全景(南東から)

2.調査区全景(北東から)
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図版4 助宗古窯群

1. S X01遺物出土状況

2 

3 4 

6 

2. S X01出土遺物



助宗古窯群図版 5

8 

9 10 

11 

12 

1. S X01出土遺物

14 

15 

16 

2. S H01出土遺物 3. S X03出土遺物



図版 6 助宗古窯群
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灰原出土遺物 1



助宗古窯群図版 7
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灰原出土遺物 2



図版 8 助宗古窯群

62 

灰原出土遺物 3 (内面)

灰原出土遺物 3 (外面)



助宗古窯群図版9
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灰原出土遺物 4



図版10 助宗古窯群

灰原出土遺物 5 (内面)

灰原出土遺物 5 (外面)



助宗古窯群図版11

116 

121 

灰原出土遺物 6



図版12 助宗古窯群
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灰原出土遺物 7



助宗古窯群図版13
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灰原出土遺物 8



図版14 寺島大谷遺跡

1遠景

2.調査区対象地区E陵部遠景



寺島大谷遺跡図版15

1. S H05完掘状況(南東から)

2. S H05完掘状況(北から)



図版16 寺島大谷遺跡

1. S H12完掘状況(北から)

2. S H12石器・離・石錘出土状況(南から)



寺島大谷遺跡図版17

1.SH12炭化材検出状況(北から)

2. S H 12完掘状況(東から)



図版18 寺島大谷遺跡

1. S H 14完掘状況(北東から)

2. S H01壁溝SD10検出状況(東から)



寺島大谷遺跡図版19

1. S H 01・02遺物出土状況(南から)

2. S H01・02完掘状況(西から)



図版20 寺島大谷遺跡

1. S H01・02・03完掘状況(南から)

2. S H 01 "'05・11完掘状況遠景(南から)



寺島大谷遺跡図版21

1. S H03南東隅土器出土状況(西から)

2. S H03内SK75半裁状況(北から)



図版22 寺島大谷遺跡

1. S H03検出状況(南から)

2. S H03・04・11完掘状況(南から)



寺島大谷遺跡図版23

1.SH11ピット検出状況(酉から)

2. S H06完掘状況(南から)



図版24 寺島大谷遺跡

1. S H 07炭化材検出状況(西から)

2. S H07完掘状況(西から)
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1. S H07土器出土状況(酉から)

2. S H07・08完掘状況(北東から)



図版26 寺島大谷遺跡
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1. S H09完掘状況はじから)

2. S H 13炉跡検出状況(北東から)



1. S K 160土器出土状況(北東から)
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2. S H05出土遺物

寺島大谷遺跡図版27
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図版28 寺島大谷遺跡

1. S H01・遺構外出土縄文土器

2.遺構外出土縄文土器
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3. S H03出土土器
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5. S H03・07・09出土石鯨

6. S H07出土土器
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寺島大谷遺跡図版29

2. S H 01出土土器

4. S H01・SH03出土石器



図版30 寺島大谷遺跡
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1. S H07出土土器

4. S H13出土土器

5. S K160出土土器
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2. S H08出土土器

3. S H09出土土器

6. S K165出土土器
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7. S P32・SP49出土土器
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遺構外出土土器



図版32 寺島大谷遺跡
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寺島大谷遺跡図版33

1. S H12・遺構外出土石器



図版34 寺島大谷 1号墳

1.寺島大谷 1号墳遠景(北から)
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2.寺島大谷 1号墳遠景(南東から)
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図版36 寺島大谷 1号墳

1.周溝土層堆積状況

(G-G'断面、北西から)

2.周溝土層堆積状況

(E -e断面、南西から)

3.周溝土層堆積状況

北西卜レンチ(南西から)



寺島大谷 1号墳図版37

ち 迫田 .... 

1.埋葬施設棺内完掘状況(北東から)

2.埋葬施設棺内東側小口部分裏込め粘土出土状況(南西から)3.埋葬施設棺内西側小口部分裏込め粘土出土状況(北から)



図版38 寺島大谷 1号墳

4 

1.木棺内完掘状況および遺物出土状況(北東から)

伝説

2埋葬施設墓境完揖状況(北から)



寺島大谷 1号墳図版39

1.埋葬施設上部土層(盛士、北東から) 2.埋葬施設棺内土層(北東から)

3埋葬施設棺内の土層 (A-A'土層西側、北東から) 4.埋葬施設棺内の土層 (A-A'土層東側、南東から)

5.埋葬施設棺内の土層 (Cー C'土層、南西から) 6埋葬施設棺内の土層 (B-B'土層、南西から)

7.埋葬施設墓境内の土層(CーC'・Dー D'土層、北東から) 8.埋葬施設墓境内の土層 (B-B'土層、南西から)



図版40 寺島大谷 1号墳

1.周溝遺物出土状況

(北西から)

2.木棺内鉄剣出土状況

(北東から)

3.木棺内鉄斧・ヤリガンナ

出土状況(南から)
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木相内出土鉄剣



図版42 寺島大谷 1号墳
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1.木棺内出土鉄剣X線写真 2.木棺内出土玉類
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1.木棺内出土鉄斧
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2.木棺内出土鉄斧X線写真
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3.古墳に伴わない遺物



図版44 寺島大谷 1号墳
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1.木棺内出土鉄斧・ヤリガンナ
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2.木棺内出土ヤリガンナ 3.境E表土出土遺物
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